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抄 録
脚

BeitragezurKlinikderTuberku肇ose,B己85,H.1,1934.

陸 海 軍 人 蛇 二 警 官 ノ 結 核 二 劃 ス ル 「レ ン トゲ ンJ

樵 査 二 就 テ

HansJoachimBeese:UberReihenuntersuchungen

aufLungentuberkuloseinReichsheer,Reichsmarine

undSchutZpelizei,(AusdemMarinelazarettWilhe・

lmshaven.-Chefarzt:MarinegeneralarztDr.Ste・

ffan)

著 者 ・・1928年Mリ1933年 二 亙 ♪v間 二 行 ノ・vタ 、警 官

(「 プ ロ シ ヤ 」勤 務)1369人 、 掲 逸 陸 軍 軍 人38000人 、

掲 逸 海 軍 軍 人1853人 ノ 「vソbゲ ソ」診 漸 二 依 ル 統 計

ヲ 示 シ テ ヰ,レ 。

著 者 ハ 「レ ソ 〉 ゲ ソ」透 覗 所 見 ヲ、活 動 性 開 放 性 結 核 症

(結核菌 ヲ詮 明セ,レ空洞性結核症蛇 二璽殖性 肺尖結核

症)、及非 活動性 閉鎮性結核症(早 期浸潤叉ノ・癒痕性病

機 ノ意味 二於 ケ2レ増殖 性病髪e古 イ石灰陰 影等)二 匪

別 シテヰル、其成績次 ノ如 シ。

警 官1369人 中(活動性開放性 結核症6例=4.38%、 非

活動性 閉鎮性結核症18例=13.15%)。

陸軍軍人38000人 中(活動性 開放性結核症64例=1.68

%、 非活動性閉鎮性結核症96例=2。79%)。

海軍軍人1853人 中(活動性開放 性 結 核 症5例=2.70

%、 非活動性閉鎮性結核病78例=42.63%)。

以上 ノ統計 二就 テ著者 ハ次 ノ様 二誠 明 シテヰル。 警

官 ノ開放性結核症患者 が陸 海軍軍人 ノ夫 レニ 比 シテ

著 シク高卒 ヲ示 スノへ 恐 ラクハ讐 官 ノ探用時 ノ選揮

が嚴重 デナイ=b二 起 因ヌ,レ。叉 コノ「yソ トゲソ」検

索 ヲナ シタ時期 ノ前 ガ警 官 ノ職務 多忙 ノ時 期デアツ

タ。之 二反 シ軍人 ハ非常 二被護 サレテヰタ コ トニ疑

ヒハナ イ。

爾叉警 官 ノ開放性患=者ノ6例 ト云 フ籔 字ハ 決定 的償

ヲオク可キデナ イ ト考ヘ ラレル.

次 二海 軍軍人 ノ開放性 患者2.7%モ 比較 的高牽 デ ア

jV。然 シ検 査 シタt853人 中、561人 ハi新兵 デアツテ、

未 ダ海 軍二囑 シナイ人デ アンレ。

次 二高率 デァッテ、且叉差異 ノ甚 ダ シイノハ軍人 中、

非 活 動 性 閉 鎮結 核 症 例 デ ア ル。

之 ハ次 ノ如 ク訊 明 サ の レ、即 非活 動 性 閉鎮 性 結 核 症 ノ

定 義 ハ廣 ク不定 デ、槍 査 者 二依 ツテ種 々 二理 解 サ レテ

ヰ ノレ。

著 者 ハ コノ 定 義 ヲ農 ク理 解 シテ ヰ ノレ。

叉 海 軍 軍 人 ノ非 活動 性 閉 鎮 性 結 核 症 例 中、時 々活 動 性

開 放 性 例 ガ カ ク レテ ヰ ル コ トガ ア ンレ。即新 兵 デ ハ、fレ

ソ トゲ ソ」デ疑 ハ シ イ人 二就 テ注 意 深 ク 喀 疾 槍 査 叉 ハ

臨 脈 的 観 察 ヲナ ス コ トニ ヨ リ 稀 二 開放 性 患 者 ヲ 見 出

ス コ トガ ア ノレ。叉海 軍 軍人 二於 テ非 活 動 性 例 ノ多 イ ノ

ハ專 門 讐 ノ検 査 二依 ル爲 ト考 ヘ ラ め レ。之 二 反 シテ陸

軍 デ ノ・必 ズ シ モ ソ ウデ ナ イ。

以 上 ノ成 績 ハ種 々 ノ磐 師 ノ槍 査 二依 ル モ ノデ ア リ、且

叉 槍 査材 料 ノ籔 ハ各 群 二於 テ著 シク異 ル故 二、コ ノ成

績 ハ條 件 的 償値 ヲ示 ス モ ノヂ ア ル。然 シ乍 ラ被 槍 者 ハ

自畳 的 二異 常 ノナ イ モ ノデ ア ル.

以 上 ノ成 績 ニ ヨ リ 「vソ トゲ ソ」槍 査 ノ 重 要 ナ ル コ ト

が謹 明 サ の レ.海 軍 デ計 書 サ レタ様 二、勤 務 年 限 中、

一 定 ノ間 隔 ヲ以 テ検 査 ヲ 繰 リ返 ス コ ト… 甚 ダ漱 迎 ス

可 キ デ アル.若 シ コ ノ様 ナ 検 査 ガ 國 民 ノ廣 イ 範 園 二

行 ハ め レナ ラバ、國民 保 健 上 並 二結 核 豫 防 上 多 幸 ナ コ

トデ ア ノレ(黒 丸抄)。

肺 結核 症 二於 ケ ル血 液 「ヒョレス テ リ ン」定 量]就 テ

Mariev.Babarczy:VberdieDeterminantendes

BlutCholesterinsbeiLungentuberkulose(Ausdem

TuberkUlose・FfirsorgestellederResideuzstadtBuda.

pest,IXBezirk.-Chefarzt:Dr.Mariev。Babarczy)

著 者 ハ 肺 結核 症 患 者 二就 テ、 血 液 中 ノ 「ヒ.レ ヌ テ リ

ン」量 ヲ計 測 シ、之 ト免 疫 生 物 學 的 反 慮 帥 「ツ ベ ル ク リ

ソ」過 敏 性 、 並 二病 墾 ノ活 動性bノ 關 係 二就 テ 検 索 シ

タ。

「ヒ
・vス テ リ ソ」計測 ニ ノ・、Bloor氏 法 二依 リ、Hellig

氏 「コmリ メ ー タ ー」ヲ使用 シタ。

「ツベ ル ク リソ」反 慮 トノ關 係 二 就 テ ハ30例 ノ患 者
二

就 テ實 験 シ、活 動性 トノ關係 二 就 テハ42例 二就 テ實
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験 シタ。

結 論 ハ次 ノ如 シ。

1・ 結 核 症 二於 テ、血 液 「ヒ。レス テ リソ」量 ノ多少 へ

病 攣 ノ活 動 性 、 「ア レル ギ ーム 組 織 崩 壌 ノ程 度 等 二依

ツ テ條 件 付 ケ ラ レル。

2.結 核 症 ガ活 動 性 ノ際 ニ ハ、 血 液 「ヒ。Vス テ リン」

量 ガ少 イ.

3・ 「ア レル ギー」ノ 高 イ トキ ハ}「 ヒdiVス テ リ ソ」値

ノ低 下 ヲ示 ス.

4.組 織 崩 壌 ノ高 度 デ ア ル トキ ハ、血 液 「u ..vス テ リ

ン」量 ノ培 加 ヲ來 ス,

5・ 肺 結 核 症 二於 ケ1L・血 液 「ヒ。レス テ リソ」値 ハ、 同

様 ナ意 味 ノ影 響 ヲ與 ヘ ル 虞 ノ第1及 第2ノ 要素(活 動

性 、 「アvつvギ ー」)、及 之 ト反i封 ノ作 用 ヲ有 ス ル第3

ノ要 素(組 織 崩 壌)等 ノ 総 合 作 用 二 依 ツ テ 定 メ ラ レ ル

(黒 丸 抄)。

奮 「ツ ベ ル ク リ ン」ノ生物 學 的 作 用 ノ=、 三 二就 テ

DionysKan6cz:ebereinigebiologischeWirkungen

desAlttuberkulins.(MitteilllRgausderII.Medizinis・

chenKlinikderkg1.ung.P6terPaz芝nany・U獄iversit翫

inBudapest.-Direktor:o.δ.Univ.Prof。Dr.Ladi・

slausFreiherru.K6tly。)

著 者 ハ 蕉 ヂツペ;レ ク リソ」ノ 生物 學 的 反 磨 ヲ 検 査 ス ル

爲 二、 各50例 宛 ノ 結 核症(活 動 性)蚊 二 非結 核 症(非

活 動 性)二 就 テ實 験 シタむ

第1二 、 實 験 例 ノ上 搏 皮 膚 二 「カ ソタ リヂ ソ」膏 ヲ貼

布 シ、 水 泡 ヲ生 ゼ シメ、 水 泡 液 ヲ 探 取 シ、 遠 心沈 澱

シ、 ソ ノ各0・lccmヲ10→10s倍 稀 繹 ノ藩 「ツ ペ ノレ〃

リ ソ」液1.Occm二 加 へ、24時 間 艀 卵 器 二 入vテ 沈 降

反 庶 ヲ楡 査 シタ.

其 結 果 、 結 核 症 例 ノ58%デ ハ著 明 ナ 沈 降 債 ヲ示or4z

(IO4-・10g倍 ㌧ソ勺 レク リ ソ」稀 糧 液 二於 テ).之 二反 シ

他 ノ42%及 非 結 核 症 例 全 部 ハ100倍 以 上 ノ 稀 繹 「ッ

ベ ノレク リ ソ」=於 テ何 等 ノ沈 降 ヲ モ來 サ ナ カ ツ タ
.

次 二同 一 例 二 就 テ 赤 血 球 沈 降 速 度 ヲ 検 査 シタ ル後 、

03mgノ 薄 ザツ ベ ル ク リ ソ」ヲ 皮 下 二 注 射 シ、12--24

時 間後 更 二赤血 球 沈 降速 度 ヲ 検 査 シ タ(赤 血球 沈 降 反

磨 ハ、8・Oaaノ 静 脈 血 ヲ5%絢 激 酸 「ソー ダ3液2.Ooo

二加 へ、口径1・3cm・ 容 量10.Oc◎ ノ管 二入 レテ検 ス) .

コ ノ結 果 結 核 症 例50例 中、41例 ハ 「ソ ベル ク リソ」注

射 後 赤 血 球 沈 降 速 度 充 進 シ、9例 ハ 減 退 シタ.非 活

動 性 例 二於 テ ハ 「ツ」反 磨 注 射 ニ ヨル 影 響 がナ ヵッ タ。
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次 二、奮 「ツベ ル ク リソ」ノ影響 ヲ試験 管 内 二於 テ 検 査

シタ。 即 赤血 球 沈 降 速 度 ヲ行 フ ニ際 シ、一 管 ハ通 常 ノ

如 ク シ、 一 管 ニ ハ0.1cqノ 蕉 「ツ ・x"]レ〃 リ ソ」ヲ加 へ、

雨 管 ヲ1時 間 艀 卵 器 二入v、 次 デ 振 盈 シ、其 後5時 間

迄 ノ沈 降 速 度 ヲ検 査 シタ。 其 結 果 結 核 症 例 ノ68%及

非 結 核 症 例 ノ2%ノ ・奮 「ツ ベル 〃 リソ:ヲ 加 ヘ タ 爲 二

沈 降 速 度 ノ著 明 ナ減 少 ヲ示 ジタ.

上 述 ノ例 二就 テ 血 液 像 二 封 ス ル 「ツ ベ レ ク リ ソ3ノ 影

響 二就 テ検 査 シタ.即 先 ヅ血 液 検 査 ヲナ シ タ後O.3mg

ノ「ツ ベ ル ク リ ソ」ヲ皮 下 二注 射 シ、3-6-9-12-24

時 間 後 二血 液 ヲ検 査 シ タ.

其結 果 結核 症 例 デ ハ 、「ツ ベ ル 〃 リ ソ」接 種 後 中性 嗜 好

性 白血 球 墳 多症 、 左 遜 性 及 白 血 球 壌 多 症 ヲ 來 ス ニ 反

シ、 非 結 核 症 例 二 於 テ ハ「ツ ベ ル ク リ ソ」二 依 ル 影 響

ハ認 メ ラvナ カ ツ タ.i著 者 ノ結 論 ハ 次 ノ如 シ.

1。 奮 「ッ ベ ル ク リ ソ.ハ 試 験 管 内 實験 二於 テ ハ、結 核

症 例 ノ58-68%=於 テ、 「ヵ ソタ リヂ ソJ水 泡 液 ノ 沈

降 反 磨 ノ高 奉 ヲ示 シ、 爾 赤 血 球 沈 降 速 度 ヲ妨 ゲ、ソ ノ

赤 血 球 ノ抵 抗 力 ヲ高 メ ル.

2.奮 ヂツ ベ ル ク リ ンノ 皮 下 接 種 ハ 結 核 症 例 ノ 赤 血

球 沈 降 速 度 ヲ 例 外 ナ ンニ 攣 化 セ シメ ル.且 叉 血 液 像

ハ、 「ツ ベ ル ク リ ン」接 種 後 、 中性 嗜 好 性 白血 球 塘 多

症 、 左遍 性、 白血 球 増 多 症 ヲ 來 ス コ ト が 特 有 デ アル

(黒 丸 抄)。

肋 膜 穿刺 後 ノ漿 液 蛋 白 性被 擾 二就 テ

CarlMumme:Uberdieser(}・albumin6seExpektora・

tionnachPleurapunktioR(AusderI.Medizinischen

AbteilungdesAllgemeinenKrankenhausesHamburg-

Barmbeck.Direktor:Profe§s◎rDr.E.Reye)

著 者 ノ・漿 液 蛋 白性 絃 疾 ヲ起 シタ3例 二就 テ 、病 歴 ヲ記

載 ジ、 成 因、治 療 法 等 ヲ述 べ テ ヰ ルe著 著 ノ3例 中、

1例 ハ多 登 性 漿 液 膜 結 核 症 、1例 ハ 縦 隔 蜜癌 腫 デ ア

ルe何vモ 大 量(15002200αq)ノ 肋 膜 滲 漏 液 探 取 ノ

直 後 、烈 シイ咳 肋 膜 穿 刺 二俵 ル肺 水腫 ノ成 因 ハ毛 細 管

内 皮 ノ退 行 性 愛 化 二依 ル.爾 叉機 械 的並 二、血 管 紳経

的 要 素 二依 リ説 明 ス可 キ デ アル.

肋膜 穿 刺 前 約15分 ノ時 、「ア ドVナ リソ」ヲ與 へ,レ ト、

漿 液 蛋 白性親綾 ノ起 ル コ トヲ防 グ コ トガ出來 ル。

肋 膜 穿 刺 後、 肋 膜 腔 二 空 氣9入V、 肺 ヲ 萎 縮 サ 匂 レ

ト、 著 明 二起 ツ テヰ ル 漿 液 蛋 白性 絃 疾 ヲ急 速 二 調 節

シ、 患 者 ヲ恢 復 セ シメ ル コ トが出來 ル.

著 者 ノ結 論 ハ次 ノ如 シ。
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肋膜穿刺後 二起,レ漿液蛋 白性袖疲 ノ臨 駄的所 見 ヲ説

明 スル。

肋膜穿刺後 二起 ♪レ漿液蛋 白性絃疾 二際 シ、喀 出液 ハ肋

膜滲漏液 ノ喀 出サ レタモ ノヂアル ト云 フ 成因 二 關ス

ル説 ハ否認 サ レナケ レバナ ラナイ.づ ノ原因 ハ、限局

性念性肺水腫 二俵 ルモノデ、長時 日趣迫 サ レテヰタ肺

が、肋膜穿刺 二依 リ、急激 二膨脹 シタ爲 二起 ソタモ ノ

デア♪レ。

喀 出液 ハ漏 出 シタ血 清デ アル.

噺獲作 ア リ、 「チア ノー焼 、呼吸困難 ヲ起 シ、次デ漿

液性 ノ泡沫 ヲ有 スル液鵬 ヲ多量 二喀出 シタ(多蜜性漿

液膜結核症例 デ ハ、 咳漱獲作後24時 間以内=700-

950aQノ 漿液性液膿喀 出。 ソノ比重1015,蛋 白含量

30%)。

以上2例 ハ死亡 シ、剖瞼 シタ.

他 ノ1例 ハ胸廓成形術 ヲ施 シタ肺結核症例 デ、施術後

約2ヶ 月牛 ニ シテ、精憩的興奮以外二特別 ノ原 因ナク

シテ漿液蛋 白性独疲 ヲ來 シタ(約6週 間孚 二亙 リ、1

日140-310aa宛)モ ノデアルe

若 シモ大 量 ノ肋膜滲漏液 ヲ穿刺 二依 ッテ探取 シ、其際

液 ノー部 ヲ空氣 デ置換 スル場合 ニ ハ肺水腫 ガ起 ラズ、

漿液蛋白性独疾 モ起 ラナ イ.

漿液 性特號性 肋膜滲漏 液 ノ際 ニハ、肋膜穿刺 二依 リ罹

病 期間 ヲ短 縮 シ 得ナ イ故、 穿刺療 法 ヲ避 ク 可 キデア

♪レ。

特 獲 性 漿液 性 肋 膜 炎 ノ際 ニ ハ、生 命 上 ノ危 瞼 ガ アル 場

合 以 外 二 於 テ ・・、 只 滲 出液 排 除後 直 チ ニ 人 工 氣胸 ヲ

行 ヒ、虚脱 療 法 ヲ行 フ場 合 ニ ノ ミ肋 膜 穿 刺 ヲ行 フ可 キ

デ ア ノレ(黒 丸 抄)。

胸 部 「レ ン トゲ ン.爲 眞 二 於 ケ ル 小結 節 歌肺 紋 理

二就 テ、 第 二 報 、fレ ン トゲ ン」學的 苅 二 病理 解

割 學 的 比 較 研 究

W.Glitsch:UberKn6tchenartigeZeichnungenauf

denThoraxaし1fn紬men.II.Mitteilung:Vergleichende

rδntgenologischeundpatho1《 》gisch-anatomischeUn・

tersuchungen.AusderInnerenAbteilungdesSt5dt

KrankenhausesD逓re勲.-Leit.Oberarzt:Dr.G。

Liebermeister.)

著 者 ハ肺結 核 症 以 外 ノ疾 患 デ 死 亡 シタ40例 ノ屍 ノ肺

二就 テ 「vソ トゲ ソ」學 的 並 二 病 理解 剖 學 的検 索 ヲ 行

ッ タ。 「vソbグ ン」デ ノ・胸 部爲 眞及 肺 窺 翼 ヲ 撮 影 シ

が。 肺 罵 眞 撮 影 ノ・、剖 検 二際 シ損 傷 セ ヌ様 二肺 ヲ取 リ
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出 シ、後 直 チ ニ空 氣 デ 之 ヲ膨 脹 サ セ、9yソbゲ ソ」撮

影 ヲ行 ツ タ。

次 デ肺 ヲJoresllデ 固 定 シタ.約14日 後=ノ 肺 ヲ出

來 ル丈 ヶ 「レ ソ 〉ゲ ソ」像 ト面状 方 向 二 於 テ、2-3cm

ノ厚 サ ノ割 面 ヲ作 ツ タ.而 シテ之 ヲ病 理 解 剖 學 的 二検

索 シタ。 著 者 ハ 小結 節 ノ 「vソ トゲ ン」爲 暴 圖 蛇 二 組

織標 本 圖 ヲ揚 グテ ヰル。・著 者 ノ結 論 ハ次 ノ如 シ。

1.肺 「vソ トゲ ソ」像 二於 テ、大 キナ 石灰 様 濃 度 ノ病

竈 ハ、 異 議 ナ シニ、石 灰 化 竈(叉 ハ化 骨 竈)ト 決 定 出來

ナ イ.

2.「 レ ソbゲ ソj像 二於 テ 見 プ レ ♪レ小 結 節 ハ 異議 ナ

シニ結 核 病 竈 ト云 フ 饗 トハ 出來 ナ イ。之 ハ 長 軸 正 射 影

叉 ハ血 栓 ヲ有 ス ル血 管、化 膿 セ ル小 氣 管枝 トノ匪 別 ガ

屡 ミ困 難 デ ア ル。

総 テ ノ石 灰 化(叉 ハ骨 化)セ ル 小 結 節 ノ 原 因 ガ 純 粋 二

結 核 性 デ ア ル カノ・未 ダ爾 護 明 サ レテ ヰ ナ イゆ

加 之 他 ノ種 類 ノ化 膿 竈 が被 嚢 ヲ形 成 シ、石 灰 沈 著 ヲ來

ス ト云 フ検 索 がア ル、

血 管 が小 氣 管 枝 ト交 叉 ス ル トキ、殊 ニ ソ ノ場 所 二小 淋

巴腺 が存 在 ス ル トキ ハ小 結 節 ト誤 ル コ トガ ア ノレ.

3.繊 細 ナ肺 紋 理 二就 テ ハ 爾 多 ク ノ 設 明 ヲ 必 要 トス

ル。軍 純 ナ例 デハ病 理 學 的所 見 コ依 ツ テ容 易 二説 明 シ

得 ラ レル(粟 粒 結 核 症 一 淋 巴 管 癌 腫)。 然 シ乍 ラ 其 他

ノ説 明 ニハ爾 充分 ナ 病 理 學 的 追 試 ヲ必 要 トス ル(黒 丸

抄)。

氣 管枝 蹟 張 症 ノ病 因 二就 テ、 第 三 報 、肺 嚢 腫 二就

テ

M.Kartagener:ZurPathogenesederBronchiekta-

sien.IILMitteilung:UberL囎gency§ten.(Ausder

Med.PoliklinikderUniversit5tZitrich.-Direktor:

ProfessorDr.W.Loe田er.)

著 者 ハ肺 嚢 腫 ノー 例 二就 テ病 歴 ヲ記 載 シ、其 病 因 二就

テ論 ジテヰ ル。 病 歴 ヲ略 記 ス ル ニ…欠ノ如 シ。

患者 ハ30歳 ノ男 子 デ、 既 往症 トシテ ハ、14歳 ノ時 、

突 然 牛 立 ノ鮮 紅 色 ノ 肺 出血 ヲ以 テ 登 病 シタ.當 時 獲

熱 咳歎 喀 疾 ハ無 カツ タ.

轍 ノ 縄 トシテ へ 魔 々喀 血 ス 物 トが 圭 症 候 デ

樹 喀 疲 量 ヲ 塘 加 シタ。 肺 包 贔 症 或 ハ 非 定 型 性 結 核 症

ト診噺 サ レタ.

著 者 ハ 患 者 ノ30歳 ノ時 診 察 シタ が、 榮 養 ハ 可良 。 喀

疲 ハ大 量 デ、 時 々三 暦 ヲ示 シ、 叉 ハ膿 性 デ ア ソ タ.揮

力繊 維 蚊 二結 核 菌 陰 憶 胞 姦 ノ要 素 ナ シ。「エ オ ジ ソ」
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嗜 好 性 細 胞 培 多 症 ナ シ。Botteri氏 胞 轟 反 磨 陰 性 。

Weinberg氏 反 磨 陰 性 。 ヂレ」線 像 ・・右 肺 下 葉 二 直 径

5cm・ ノ境 界 鋭 利 ナ圓 形 ノ陰 影 ア リe之 ノ上 方 ニ ハ狭

長 ノ透 亮(上 界 ハ凸面 、下 界 ハ凹 面 ヲナ ス)が 二 室 存 在

ス ル。 是 等 ノ周 圃 ニ ハ肺 滲 潤 ナ シ、

上 記 所 見 ヨ リ シテ著 者 ノ、、 肺 胞 轟 症 、 肺 結 核 症 、其 他

肺 ノ炎 症 性 疾 患 等 ヲ 否 定 シ、右 肺 下 葉 二於 ケ ル2個 ノ

嚢 腫 ト診 噺 シタ(1個 ハ 氣 管 枝 ト交 通 シ、1個 ノ閉 鎮

性)。 著 者 ノ・結 論 ニ テ、 「肺 嚢 腫 及 先 天 性 氣 管 枝 振 張 症

ハ多 ク ノ例 二於 テ、 病 因 的 二 同 一 ノ モ ノデ ア,レ ノ ミ

ナ ラ ズ、 叉 症 候學 的 ニ モ 非 常 二 類 似 シタ モ ノ デ ア ル

コ トが認 メ ラV)レ 」ト述iベ テ オル(黒 丸 抄)。

結 核 傳 染 ノ危 瞼 ヲ有 ス ル 、或 ハ 有 セザ ル結 核 小 見

二於 ケ ル 「ツベ ル ク リ ン」過 敏 性 二 關 ス ル観 察

A.Viethen:BeobachtungenliberdasVerhalten

derTuberkulinempfindlichkeitbeigef5hrdeteRund

nichtgef5hrdetentUberkulδseftKi織dem.(Ausder

Universittits・KinderkliRikFreiburgi.Br。Vorstand:

Prof.Dr.C.Noeggerath。)

著 者 ノ・Oberbadノ 小 見結 核 相 談 所 カ ラ、Freiburg.

大 學 ノ小 見 科 二逡 ラ レタ410例(男1S8、 女222)ノ 小

見 二就 テ、 「ソ ペル 〃 リ ソ」過 敏 性 ト、結 核 感 染 ノ輕 過

二就 テ研 索 シタ。

観 察 例 ノ年 齢 ノ、最 初 ノ検 査 ノ際k1→15歳 デ ア ツテ、

裁 察 期 間 ハ2年 乃 至15年 デ ア,レ(15年 間観 察 シ タ 例

ハ30例)。

観 察例 中、 家 族 二 開放 性 結 核 症 患 者 ヲ有 シ、絶 エ ズ重

感 染 ノ危瞼 二曝 サvテ ヰ ル者 ハ171例 デ ア ツ タ.

観 察 例 ハ最 初 ノ検 査 二 俵 リ総 テrツ ベ ル ク リ ソ」反 慮

陽 性 ノ者 デ ア ソ テ、最 初 ノ検 査 時 ノ診 断 ハ女 ノ如 シ。

氣 管枝 淋 巴 腺 結 核 症(45例)、 肺 浸 潤(100例 〉、 潔 痙

17例)、 開放 性 結 核症(12例)、 非 活 動 性 結 核 症(236

例)デ アル、

最 後 ノ槍 査 ノ際 ニハ、 臨 駄 的検 査 、殊x「 レソ トゲ ソ」

検 査 ヲ行 ツ タ。

著 者 ノ結 論 ハ次 ノ如 シ.

1・ 結 核 ノ生 物 學 的 治 癒(印P◎sitiveAnergie)ヲ 來 シ

タ モ ノ ハ稀 デ ア ツテ、410例 中、7例(1。7%)デ ア ル。

之 ハ10mg・ ノ奮 「ツ ベ ル ク リ ソ」ノ皮 内注 射 ヲ 行 ツテ

伺 陰 性 ナ モ ノデ ア ル。

他 ノ例(鰯 査例 ノ殆 ド…%)-rビ ルケ魂 二ゐ

mg・ 「ツ ペ ル ク リン」皮 内 反 慮 二依 リ陽 性 デ ア ツ タ。

録 【第13巷

2・ 長 時 日 ノ観 察 二依 リ、 結 核 竈 ノ石 灰 化 、叉 ハ治癒

が進 ソデ キ ル ト期 待 サ レナケ レバ ナ ラ ナ イ 場 合 ニ モ、

「ツ ベ ル ク リyJ過 敏 性 ノ減 弱 ヲ來 サ ズ ニ持 綴 シ
、或 ハ

或 程 度 迄 高 マ ツ テ居 ル ノ ヲ見 タ.

ふ 「ツ ～ レク ηン」過 敏 性 ノ持 績 叉 ハ充 進 ハ、年 月 ノ

経 過 ト共 二重 感 染 ノ 機 會 が 墳 加 ス ル ト云 フ コ ト トハ

原 因 的 二何 等 ノ關係 ガナ イ コ トが明 ラ カデ ア ル。即 槍

査 例 ノ家 族 二 開放 性結 核 症 患 者 ガ有 ツ タ者 ト、無 カヅ

タ者 ト ノ間 二、 「ツ」反 慮 過 敏 性 二 關係 二於 テ 差 異 ヲ

認 メ ナ カ ツ タ。

4.「 ッ」反 癒過 敏 性 ノ 強 サ 及 持 績 ハ、 結 核 性疾 患 ノ

型 及 疾 患 ノ臨 駄 的活 動 性 二 野 シテ 規 則 的 ナ 關係 がナ

イ。 叉 患見 ノ周 園 二於 ケ ル 開 放 性 結 核 症 患 者 ノ 有 無

ニ モー 定 ノ關 係 ヲ認 メ ラ レナ イ。

叉 之 ハ治 療 ノ必 要 ノ 有 無 二 就 テ モ 規 則 的 關 係 ヲ與 へ 響

ナ イ。

5.観 察 期 間 ノ 最 後 二 於 テ、410例 中 、49例=12%

ハ結 核 症 患 者 デ ア ツ タ.

是 等 ノ活 動 性 結 核 症 患 兇 二於 テ ハ 、開 放 性 結 核 症 患 者

トノ同居 ノ有 無 二依 ッ テ異 ナ ル 關 係 ヲ來 サ ナ カ ッ タ。

即 著 者 ノ検 索 材 料 二於 テ ハ、重 感 染 ノ機 會 ハ、結 核 慈

染 ノ経 過 虹 二豫 後 二樹 シ テ 何 等 ノ影 響 モ 與 ヘ ナ カ ヅ

タ。

6,皮 膚 「アwuギ ー」ノ強 サ ニ 依 ッ テ 豫 後 二 關 ス ル

噺 定 ハ 出來 ナ イ(黒 丸 抄).

氣 胸 療 法 ノ不 成 功 トソ ノ原 因

HeinrichMayrhofer:MisserfolgederPneumothorax--

behandlungundihreUrsachen.(AusderIII .

MedizinischenAbteilungdesWilhelminenspitale§,

Wien・-Vorstand:Prof.W.Neumann.)

1920年 ヨ リ1926年 迄 ノ 間 二 行 ッ タ62例 ノ氣 胸 例

中、46例 二就 テ1931年 二後 診 査 ヲ行 ツ タ結 果 、29例

(44%)・ ・完 全 二治 癒 シ、26例(56%)ノ ・死 亡 シ テ 居

タ。6

氣 胸 ノ数 果 ノ有 無 ハ先 ヅ第 一 二結 核 症 ノ 型 二 關 係 ス

)Ve

血 行 性 要 素 が 圭 デ ア ル カ、 叉 ハ 血 行 性原 因 が 詮 明 サ

レル 型 デハ 治療 成 績 が ヨィ。

緩 進 性崩 壌 性繊 維 型(1angsamfortschreite}deulcero-

fibrosa)デ 、 病 墜 ノ 廣 汎 性 デ ナ イモ ノハ 第 一 位 デ、5&

-66%良 好
、結 締 織 形 成 ノ強 イ,屡 々侵 サ レタ肺 葉 ノ

強度 ノ縮 小 ヲ來 ス虞 ノ ニ 次 性 纏 維 性 結 核 症(sekundsr'
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fibr6sePhthise)ノ52-56%ノ ・良好 成 績 ヲ示 シ・タ。

崩 埋 性 空洞 型Cavitariaulzerosa即 、崩 壌 性 繊 維 型

ノ進 行 シ墾 化 シタ型 ノ例 バー 例 モ 氣 胸 ノ 好 影 響 ヲ 受

ケ ナ カ ッタ。

初 期 混 合 性 繊 維 乾 酪 性結 核症Phthisisfibrocaseosa

cemmunisincipiens/48-52%ハ 成績 良好e

陳 薄 混 合 性 繊 維 乾 酪 性 結 核 症Phthisisfibrecaseosa

communisconfimmataデ ハ 、病 愛 ガ未 ダ偏側 デ アッ タ

者 二氣 胸 ヲ施 ・y、60-72%死 亡 シ タ。

成 人 二於 ケjレ眞 性 ノ最 初 ノi浸潤(Erstinfiltrat)ノ 氣 胸

成 績 ハ初 期 混 合 性 繊 維 乾 酪 性 結 核症 ト同様 デ ア ル。

所 謂 肋 膜 炎 後 ノ肺 結 核 症 ハ 偏 側 デ モ 持 綴 的数 果 ガ ナ

カツ タ。

乾 酪 性 肺 炎 例 デ ハ、3例 中2例 死亡 シ、1例 ハ 完全 二

治癒 シタ。然 シ乍 ラ1926-1931年 二施 行 シタ19例 ・・

皆死 亡 シテ ヰ 」レ。 印 乾 酪 性 肺 炎 ノ・氣 胸 二適 シナ イ。

次 二氣 胸 療 法 ノ成 績 ハ病 型 ト同様 二、病 機 ノ蔓 延 程 度

二關係 ス,レ。

即 病 塗 が廣 汎 性 デ アル程 希望 ハ少 イ.疾 患 ノ持 績 が長

イ程 、病 攣 レ・蔓 延 シ.豫 後 不 良 トナ ル.病 憂 ノ 蔓 延

程 度 が同 襟 デ アル場 合 ニ ハ、病 機 ノ新 ラ シイ モ ノ程 治

癒 ノ希 望 が ア ル。 次 二肋 膜 二 大 量 ノ 滲 出液 ヲ 生 ズ ル

例 デ ハ、 ソ ノ約45%ハ 氣胸 療 法 ノ 目的 ヲ達 ス ル コb

ガ 出來 ナ イ。

次 二結 核 ノ他臓 器 ヘ ノ縛 移 、即 廣 汎 性 腸結 核 症 ハ常 二

豫 後 不 良 デ ア ル。

喉 頭 結 核 症 ハ適 當 ナ 氣 胸 療 法 二1際 シ屡 ζ治 癒 ス ル。

氣 胸 療 法不 成 功 ノ 原 因 ヲ 除 ク コ トハ 屡 く吾 人 ノカ デ

ハ 出來 ナ イ。 若 シモ技 術 叉 ハ 方 法 二俵 ル 過 失 ヲ 出來

♪レダケ避 ケ,レナ ラバ、 疑 ヒ ナ ク 氣 胸 ノ 成 績 ヲ更 二良

クス ノレコ トガ出 來 ル。 然 シ乍 ラ数 果 ノ限 界 、帥 最 早氣

胸 療 法 ヲ持績 ヌ 可 キ デ ハ ナ イ ト云 フ限 界 が アル。胸 廓

成 形 術 ハ最 後 ノ補助 的 方法 デ ハ ナ イ。 ソ レニ ハ 自 ラ適

磨領 域 が ア,レ。 常 二云 ハ ナ ケ レバ ナ ラ ヌ 訟 トハ ヂ早 ケ

レバ 早 イ程 危 瞼 が少IJト 云 フ コ トデ ア ノレ(黒丸 抄)、

結 楼 症 二於 ケ ル血 清蛋 白 分析 ノ債 値

E.vonFrδ1ich:DieBewertungderSerumeiweiss-

fraktionenbeiTuberkulose.(AusdemHygienischen

InstitutderUniversitatBudapest.Direktor:Prof.

J.vonDaranyi.)

著 者 ・・Daranyi氏 法 、 郎f硫 酸 ア ソモ ニ ウ ム」ヲ使 用

シ重 量分 析 的 二 結 核 症 患 者 ノ 血 清 蛋 白 ノ分 析 ヲ 試 ミ

タ。 コ ノ方 法 二依 リ、 血 清 ノ線蛋 白量 ノ外 二、安 定 叉

・・不安定 ノ「アル ブ ミ ソ」並 二fグ ロ プ リ ソ」ノ 分 析 ノ

債 ヲ計測 シタ。

郎重 症 叉 ハ輕 症 ノ種 々ナ ル結 核 症 例 二就 テ計 測 シ、其

成 績 二依 リ、 本 法 ・・結 核 症 患 者 二就 テ、安 臥療 法 ノ 中

止 叉 ノ・持 績 ノ剣 定.虚 脱療 法 中止 時 期 ノ到 定 。妊 娠 ノ

人 工 的 中絶 ノ到 定。 作 業 能 力 ノ剣 定 。手 術 的療 法 施 行

ノ時 期判 定 等 二際 シ、重 大 ナ意 義 ア ル検 査 法 デ アル ト

記 載 シテ ヰ2レ(黒 丸抄)e

Zeitschriftf並rTuberkuloseB己67.H.61933。

學 齢 期 小 見 ノ 結 核 頻 度 ノ 問 題 。療 養 地 及 ビ 其 他

ノ場 所 二於 ケル 比較 調 査

EDom:ZuderFragederHXufigkeitderTuber-

kuloseimschulpflichtigenAlter.Vergleichsuntersu・

ehungenanKu叩1翫zenundanderenOrten.

Hamburg氏 軟 膏 ヲ塗 擦 シタ小 見1576人 ノ中43,3%

ハ 陽性 、56.6%ハ 陰 性 デ ア ツ タ、 肺 結 核療 養 地 二 在

}レ見 童 ハ既 二 第 一 學 年 二 於 テ 初 マ リ「ツ ベル 〃 リン」

反 磨 陽性 ノ李 均 値 ヲ 遙 カニ 凌 駕 シ テ ヰル、 陽性 反 旛

ヲ示 シタ472人 ノ小 見 ノ 中11.8%ハ 明 カ ナ ル 「vン

トゲ ソj所 見 が ア リ、4ハ 活 動 性 結 核 デ アツ タ、 感 染

及 ビ罹 患 者 厳 ノ最 高 ハ 工 場 地 帯 デ ア ツ テ農 耕 地 及 ビ

肺 結 核 療 養 地 デ ハ僅 カニ共 ノ牛 数 デ ァ ル。

肺結 核 療 養 地 二於 ケ ルE々 ノ 重 感 染 ニ ヨ ッ テ 獲 得 サ

レタ「ッベ,Vク リ ン」抵 抗 ハ 生 命 ヲ 維 持 ス,レモ ノデ ナ

イ。死 亡 籔 ハ決 シテ少 ク ナ ク却 ツ テ 田舎 ノ李 均 値 二等

シ イ、 家 族 外 感 染 ノ最 モ 多 イノ ハ 肺 結 核 療 養 地 デ55

%デ アル。(池 上 抄)

小見 結 棲 ノ病 理 解 剖 學補 逡

GeorgSeemann:BeitrSgezurpatholegischenAna-

tOmiederKindertuberkulose.

小 見 結核 ノ病 理 解 剖 的所 見 ハ 疾 病 輕 過 ノ 種 類 二 從 ツ

テ4群 二分 類 出來 ル、 郎 チ1)孤 立性 初 感 原 號 竈
、2)

段 階 的 傳播 、3)連 績 性 傳 播 及 ビ所 謂banalegenera-

lisatienデ ア ル。 段 階 的 傳 播 、 換 言 ス レバ 間 欧 的 二起

ル病 竈 ノ非 連 績 性 櫨 大 ハ 小 見 結 核 二 最 モ多 イ型 デ ア
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塾

抄

ツテ此 ノ場 合 、 前段 階(初 感 竈)ノ 治癒 ガ 著 明 デ ア ル

コ トガ解 別 的 二謹 明 シ得 ル。 一般 二 幼 見 殊 二 乳 見結

核 ハ不 良 ナ経 過 ヲ トル ガ 個 々 ノ例 二 就 テ 観 ル ナ ラ バ

著 明 ナ治 癒 傾 向 が決 シテ無 イ ワケ デ ノ・ナ イ。此 ノ如 キ

例 トシテ1例 偶 然 ニモ9ケ 月 ノ 幼 見 デ 著 明 ナ 包 埋 石

灰 竈(初 感 竈)ヲ 肺 内 二認 メ タ。普 汎性 小 見 結 核 ノ解 剖

像 ハ通 常 圭 トシテ滲 出性 、乾酪 性病 竈 ノ不 均 等 ナ ル コ

トガ特 徴 デ ア ツ テ全 ク均 等 ナ 増殖 性結 節 ノ 播 種 ヲ 示

メ 暴 ノ粟 粒 結 核 ノ像 ハ 初 生 見 二於 テ ノ・極 メ テ 稀 デ ア

ル。結核 性 磯 膜 炎 ヲ屡 く俘 フ礎 ノ結核 性 旙 室 上 皮 炎 ハ

ー 般 組 織 獲 生 學 的 見地 ヨ リ シテ
、即 チ彊 室 液 ノ遊 走 軍

核 滲 出細 胞 ガ結 節 形 成 二 關 與 ス ル ト云 フ 鮎 ヨ リ見 テ

興 味 深 キ現 象 デ ア ル。併 シ此 ノ 問題 二 關 シ テ ハ更 二研

究 ヲ要 ス,レ.(池 上抄)

肺 組 織 二於 ケ ル基 本 的 結 核 笈 感 ノー 型 式

GeorgSeemann:EinSchemaderelementalen

TuberkulosereaktionimLungengewebe.

著 者 ハHUbschmamノ ー 元學 説 ヲ基 調 ト シテ 之 二多

少 ノ攣 更 ヲ加 ヘ テー ツ ノ型 式 ヲ作 ツ タ.

1、 滲 出肺 炎 期(其 ノ登 展 型 ハ)

1)滲 出液 ノ吸 牧一 例 ヘ バ周 局 炎 ノ如 シ。

2)乾 酪 化 乃 至 軟 化(乾 酪 性 肺 炎)

3)滲 出物 ノ機 化 及 ビ包 裡(次 ノ第2期 ヘ ノ移行)

皿、 塘 殖結 核 期(其 ノ蟹 展 型 ハ)

1)結 節 ノ繊 維 化(硬 化 型)

2)結 節 ノ乾 酪 化 及 ビ軟 化(慢 性 空 洞 性 肺瘍)

3)滲 出性 再 燃(第1期 ノ再 現)(池 上 抄)

小 見 治 療 法 卜紅 會保 瞼 加 盟 者

E.Sprungman":KinderheilverfahrenundSozialve・

rsichem獅gstr互ger・

1933年2月26日FrankfurtMammolsh6he二 於 テ 開

催 サ レタ掲 逸 小 見 治 療 所 智 ノ 會倉 二 於 テ 獲表 サ レタ

抄 録 デ ア ル.

本 書Bd.66.H.6.S.431.二 掲 載 サ レタ ル

Hellin氏 ノ論 文"同 時 雨 側 性 氣 胸 ノ 歴 史 二 就

テ,,昌 劃 ス ル是 正

M.Ascoli:RichtigstellungzurArbeitveRHelliB:

,,ZurGeschichtedesgleichzeitigbeidSeitigenPneume-

thorax,'indieserZeitsch酒ft,B《iL66・H・6・S・431・

著 者 等 ガErg.iRn.Med.38・1・ 及 ビLePneumotho-

raxbilatiralsimultan61933.二 述 ベタ 盧 ノ事 柄 二就

テ ハ正 二當 然 デ アツ テ 決 シテ 誤 ソ テ キ ル トハ 思 ハナ

録 【第13巻

イ、 治 療 ヲ 目的 トシテ ノ 同 時 雨 側 性 人 工 氣 胸 ノ 著 者

ノ動 議 及 ビ施 行 二 關 ス ル 限 リニ 於 テ ノ・眞 二著 者 ノ理

解 二從 ツ テ爲 サ レタ モ ノデHellin氏 ノ試 験 トハ少 シ

モ關 係 ナ イ モ ノデ ア ル、 ト云 フ ノ ハ 自由 二量 ヲ定 メ得

ル人 工 氣 胸 デ ハ 危 瞼 デ ア ラ ウ ト云 フ 疑 問 殊 二生 命 ヲ

脅 ス 等 ト云 フ 危 隙 ハ 少 シモ 問 題 トナ ラ ヌ ノデ ア ル。

著 者 が此 ノ方 法 ヲ提 唱 シタ所 以 ハ唯 々、當 時 支 配 シテ

ヰ タ高 歴 或 ハ 塵 迫 氣 胸 ノ 不 可 鉄 ト云 フ 猫 噺 的 見解 二

封 シテ ナ サ レタ モ ノ デ ア ル。(池 上 抄)

小 見 治 療 所 竪 師 ノ立 場Sリ 見 タル 現 今 ノ 小 見 治

療 法

0.Wiese:Da§derzeitigeKinderheilverfahrenvom

StandpunktedesKinderheilst5ttenargtes.

1933年2月26日FrankfurtMammolsh6he二 開催 サ

レタ掲 逸 小 見 治 療所 磐 師 ノ會 合 二於 ケ ♪レ抄 録 デ 、設 備

ノ機構 ノ問題 二就 テ研 究 サ レタ モ ノデ ァ ル、合 理 的 ノ

仕 事 ヲ爲 ス タ メ ニ ノ・結 核 ノ 各 種 型 ノ モ ノ及 ビ 各 年 齢

段 階 ノ 者 ヲ 包 括 ス ベ キ デ ア ル コ ト及 ビ 恢 復 者 庇 護 ノ

問 題 等 二就 テ モ述 ベ テ ヰ ル。(池 上 抄)、

田 舎 二於 ケル幼 見 ノ結 核 ノ 流 布鯨 二 田舎 ノ幼 稚

園 脛 螢 上 ヨ リ 見 タル 羅 患 幼 見 乃 至 ハ 無 症 候 幼 見

ノ傳 染 力 ノ意義 二就 テ

E.Peretti:tberdieVerbreitungderTuberkulose

imKleinkindesalteraufdemLandeundtiberdie 噺
BedeutungderInfektiositdtkraBkersowiesympto・

mfreierKleinl〈inderfthrden15ndlichenKindergar。

tenbetrieb.

學 會 報 告

1・TaguRgderVereinigungderKlnderheilst翫te・

narzteinMammolsh6hei.T.am.26.II.1933.

A。 抄 録

1)Spmngma縫n・:小 見 治 療 法 ト肚 會 保 瞼 加 盟 者、

2)O.Wiese.:小 見 治 療 所 讐 師 ノ 立 場 訓 見 タ,レ

現 今 ノ小 見 治療 法 。

B.講 演

1)Brtigger・:個 々 ノ年 齢 段 階 二於 ケ ル 結 核 小 見 ノ

榮養.

2)Zoelch.:小 免 温 疹 ノ豫 防 ト治 療 。

3)Birkenhauer.:小 見 治 療 所 二 於 ケ ル 「ヂ フ テ リ

ー」制 禦 ノ可能 性 二就 テe

4)Nifssel・:シ ユ トル ム氏室 二 於 ケ ル 慢 性 氣 管枝

炎 ノ治 療 。
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5)Rtischer.:關 節 二近 在 ス ル結 核 性骨 病 竈 ノ手 術

的 除 去 。

6)Gδbel.:a)油 胸 。b)結 節 性 紅 斑i。

7)Mendelssohn.:肺 結 核 二用 フル充 填 法 、上部 部

分 的成 形 術 二封 ス ル補 充 。

8)O.Wiese.;小 免 ノ氣 管枝 振張症 二於 クルー側

性及 ビ雨側性肋膜外充環 並 二小見結核 二於 ケ,レ

空洞充填 ノ激例。

9)Simen.:外 來氣胸療 法 二於 ケル死 亡乱

ZeitschriftfarTuberkuloseBand68,Heft1-2,1933・

肺 結 核 二於 ケ ル鄙 脈 血 墜 ノ測 定

E.Gabe:MessungendesVenendrueksbeiLungen・

tuberkul◎se.

大 手術 殊 二胸 廓 成 形 術 ノ適 慮如 何 ヲ定 ムル爲 ニ ハ、心

臓 及 ビ血 管 系 統 ノ機 能 ヲ評 債 ス ル 事 ガ 第 一 着 二必 要

デ ア ル。 静 脈 血 歴 ノ測 定 モ 亦 之 レヲ 補 足 ス ル モ ノデ

ア ル ガ、 肺 結 核 症 二 就 テ ハ 實 施 セ ラ レタノレ事 が稀 デ

ア ル。

著 者 ノ・HenryClande/AReroidmanometerヲ 使 用

シ女 性 肺 結 核 患 者141名 二 就 テ 検 査 シタ が 結 果 ハ甚

ダ不 定 デ、 静 脈 血座 ハ病 型 、 動 脈 血墜 、脈 撞 及 ビ勇 禮

ノ外 的 徴候 ノ何 レ トモ 關係 ナ キ ノ ミナ ラ ズ、臨 肱 的一

般症 候 ト絶 封 二相 容 レナ イ場 合 モ屡 ζア リ、結 局 手 術

療 法 レノ間 ニー 定 ノ關 係 ガ得 ラ レナ カ ツ タ,爾 コ ノ方

法 ハ 心臓 機 能 ノ剣 定 ニ モ殊 二不 適 當 ダ ト思 バ レル.

(柴 田抄)

肺 結 核 症 卜循 理 ノ問 題 二關 スル追 加 、血 液 循理 時

間 ノ測 定

F.Wamecke:BeitrttgezurFrage,,Lungentuberku-

loseu.Kreislau£"BestimmungdcrBlutumlaufszeit.

血 液 循 環 ト肺 結 核 症 トノ 相 互 關係 ハ 屡 ζ研 究 ノ封 照

トナ ツ タ が、血 液 ノ速 度 ヲ顧 慮 シ タ者 ハ 稀少 デ ナ ル、

コ レ ハ臨 肱 的 二用 ヒ得 ル 方 法 が 不 充 分 デ ア ツ タ爲 デ

ア ル が近 時 之 レ が 簡 軍 ニ ナ ツ タ。 最 モ 便利 ナ ノ ハ

WinternitZ,DeutschundBrti11ノ 検 査 法 デ ア ソ テ、

20%ノDecholinsaaヲ 急 劇 二静 脈 内 二注 入 ス ル ト、

コノ藥 鋼 ハ無 害 デ ア ル が、一 過 性 ノ苦 味 ノ感 覧 ヲ起 ス

ノデ之 レニ ヨツ テ循 環 時 間 ヲ知 ル事 が出來 ル。

27例 ノ患 者 中23例 ハ重 イ組 織 崩 壌 ノ アル 肺結 核 症 デ

ア ツ テ其 ノ何vモ 循 環 速 度 二 殆 ド攣 化 ナ ク11-18秒

デ ア ツ タ、 荷 著 者 ノ 槍 シタ 正 常 値 ハ10-16秒 デ ア

ル 。 撤 布 性 血 行 播 種 ノ2例 デ ハ 遅 緩 ガア ル 様 二 思 ハ

レタ(20-21秒)、 叉 慢 性氣 管枝 炎、 氣 管枝 振 張 症 ノ

ア ル輕 症 肺 結核 症 デ ハ 正 常 値 ヲ 示 シ タ ガ、 バ セ ドー

氏病 ヲ合併セルモ ノ2例 デハ8及 ビ9秒 デアツタ。

氣胸例14名 デ施術 ノ前後 二検 ベタケVド モ格別遅緩

ハ認 メラvナ カソタ、 唯雨側氣胸 ノ1例 デハ13秒 カ

ラ17秒 二攣化 シタ、捻除術デ ハ大 膿攣化 が無 イ、数

年 前 カラ成形術 ヲ施 シテ アル 患者 二 他側 二新病 竈 ヲ
'

生 ジタ例 デ ノ・22秒 トナ ツタ。

他 ノ臨 脈 方面 デノ・コノ測 定 ニ ヨ リ心 臓 機 能 不 全 ノ 起

ル ノ ヲ豫 知 シ テ之 レ ヲ防禦 シ得 ル場 合 ガ ア ル.

・(柴 田抄)

結 核 性早 期 浸 潤 、 殊 二治 療 問題(1926-1931年 ノ

材 料 ニ ヨ ル)

HansAlexander:DastuberkUl6seF】dihinfiltrat,in$・

besonderedieFragederBehandlung(Nachdem

MaterialderJahre1926-1931).

1926年 乃 至1931年 ノ成 人結 核 患 者 ノ病 歴及 ビX線 像

ヲ通 覧 シテ1348人 中130=9.3%二 早期 浸潤 ヲ 獲 見

シ タ、是 等 ノ、悉 ク孤 在性 新 鮮 浸 潤 ノ定 型 的 ナ ル モ ノ ・

ミデ ア ル 年 齢別 ノ・18-20年11例 、21-30年85例 、

31-40年23例 、41-50年9例 、51年 以 上2例 デ ア

ル、 夏 二左右 別 ノ・右 肺69=53%、 右 肺59=45.4%、

雨 側2=1.6%ト ナ ル、 位 置 ハ肺 尖7=5.4%、 鎮 骨 部

12=9・2%、 鎮 骨 下S9=63.5%、 中 肺 野21羅162%、

下 肺 野1・O.7%デ アル。 治 療 法 ノ・、保 守 的78例=60

%、 手術 的 ・52例…,,.10%、 手術 治療 期 間 ハ保 守 的療 法

ニ ヨi/ル モ ノ6.1ク 月、叉 手術 療 法 二9ル モ ノ9.3ケ

丹 デ アル。

早 期浸 潤 ハ刺 戟 ニハ堪 エ ナ イ カ ラ、可及 的速 カ ニ家 庭

カ ラ離 シデ サ ナ ト リウム」二牧 容 セ ネバ ナ ラ ヌ、カ"

ス レバ1ケ 月遅 ク モ2ケ 月 デ 浸 潤 が 退 清 シ 始 メル
.

空洞 ヲ形 成 ス,レ早期 浸 潤 モ 痕 跡 ナ ク 永 績 的 二 治 癒 ス

,レモ ノガ アル、著 者 ノ輕 験 ニ ヨ レバ 早期 浸 潤 デ 生 ジタ

ル空 洞 ハ治療 所 デ始 メノ・静 カ ニ観 察 シ.特 別 ノ事 態 が

ナ ケ レバ2--3週 間 ハ 待 期 ス ベ キ ダ、 モ シ防 禦 力 ノ不

足 ・ 病症 ノ活 動 、 場 悪 ノ傾 向 等 が 現 ハ レタ時 ニ ハ 氣
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胸 ヲ行 フ、 或 ハ6-8週 ヲ経 テ モ免 疫 状 態 が 好 樽 セ ズ

治 癒 傾 向 が順 調 デ ナケ レバ 同 ジク 氣 胸 ヲ 行 ハ ネバ ナ

ラ ヌ。

治 療 成 績 ノ・130例 中120例=92。2%・ ・作 業 可能 トナ

ツ タ要 ス ル ニ 早期 浸 潤 ノ豫 後 ハ 良 好 デ ア ル約90%ハ

治 癒 ス ル見 込 が ア ル。(柴 田抄)

浸 潤 ノ迅 速 性

F.Hochstetter:MtichtigkeitvonInfiltrierungen.

Infiltrat及 ビInfiltrierungノ 學 訊 ・・X光 線 ノ助 ニ ヨ ッ

テ ノ ミ立 テ ラ レタ ノデ ァ,レガ、吾 々ハ廣 汎 ナ ル結 核 病

機 ガ急 二現 バ レル ヲ驚 ク ト共 二 、屡 くソレ ガ思 ヒ ノ外

二速 カ ニ消 失 ス ル ヲ観 察 シテ、其 ノ結 核 性病 因 二疑 問

ヲ抱 ク場 合 が アル。 著 者 ハ2例 ヲ経 験 シタ、就 中 ソ ノ

1例 ハ結 核 性 ナ ル 事 ガ 確 實 二 詮 明 セ ラ ノの レガ故 二 曇

表 ノ債 値 ガ ア ル ト思 フ。 帥 チ コ ノ例 デ ハ 寝 潤 ノ 現 ハ

レタ時 二喀 疲 二結 核 菌 ガ謹 明 セ ラ レ、ソ ノ前 後 ニ ハ陰

性 デ ア ツ タ、叉 陰 影 ノ現 ハ レタ部 位 ニ ハ以 前 カ ラ徽 同

ノ小 病 竈 が存 在 シデ 居 タ。 故 ニ コ ノ浸 潤 ハ 再 燃 或 ハ

陳 蒋 病 竈 ノ周 園 ノ後 期寝 潤 ト見倣 ス ベ キデ ア 韓 ウ。

他 ノ1例 ハ恐 ラ ク早期 浸潤 デ之v二 績 獲 シ テ 肺 門腺

結 核 症 ヲ起 セル モ ノ ダ ト考 ヘ ル.(柴 田抄)

小 見 結 核 症 二於 ケ ル肺 漫 潤 ノ病 理解 割 、附 随 炎 症)

」.Zeyland:PathologischeAnatemiederLungenin・

fitrierungbeiKindertuberkulose(K《)11ateraleEntzlin・

dung)

肺寝 潤 ノ病 理 解剖 像 ハ検 査 シタ 例 が 少 轍 ナ 爲 ニ ソ ノ

意義 二就 テ甚 ダ不確 實 ナ貼 ガ アル.若 シ肺寝 潤 ノ圭 ナ

ル 要 約 トシテ ソ ノ 清 退 性 ヲ 暴 ゲ ノレナ ラ バ 病 理 解 剖 學

者 ノ立 場 ハ困 難 トナ;レ。著 者 ノ・臨 駄 的及 ピ レ」線 的 ニ

ソ レ ト把 握 シ得 ル モ ノ、蚊 二 出來 得 レバ 「レ」線 ニ ヨ リ

叉 少 ナ ク モ病 理 解 剖 的 二 結 節 ノ 周 リニ 附 随 炎 症 ノ観

取 サ レ得,レ モ ノ ト云 フ黙 二 重 キ ヲ 置 キ6例 ヲ 楡 査 シ

タ。既 二文 獄 二記 載 セ ラ レタ所 見及 ビ 自分 ノ検 査 ノ結

果 カラ 見 ル ト臨 駄 的 、「V」線 的 二云 フ肺 寝 潤 ナ ル モ ノ

ハ或 ル程 度 マ デ 相 異 セ ル 病 理 解 剖 像 ヲ包 含 セ ル モ ノ

デ ア ル。從 ッ テ 之 レ等 ノ寝 潤 ノ経 過 が 甚 ダ匠 々 トナ ル

ノモ之 レニ ヨツ テ訊 明 セ ラ レル事 デ ア ル.(柴 田抄)

肺 結 核 症 二劃 ス ル 他 ノ外 科 的 療 法 ノ 埼 内 二 於 ケ

ル横 隔 膜憩 纒 捻 除 術 ノ使 命

Th.Naegeliu.H.Schulte-Tigges:DieRelleder

PhrenikusexaireseimRahmendertibrigenchirurgis・

chenBehandlungsmethodenderLu職gentuber㎞lose。
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57名 ノ患 者、 ソ ノ大 部 分 ハ 氣 胸 ヲ 行 フベ キデ ア ッ タ

ノ ヲ批 會 的 適 慮 ノ爲 二捻 除 術 ヲ施 シタ、 ソ ノ内21例

37%・ ・顯 著 ナ ル結果 ヲ得 、 同 ジク21例 ハ死 亡 シ、10

例 ハ停 止 性 デ菌 ハ有 ル が 作業 能 カ ヲ得 、5例 ノ・悪化 シ

タ.横 隔 膜 紳 経 捻 除 術ソ・下 葉 ノ 病 饗iニ ノ ミ 有数 ダ ト

云 フ學 者 ガ多 イ ガ 吾 々ノ 経 験 デ ハ コ ノ考 方 ヲ 全 然 否

定 ス ル。 …著者 ノ314例 ノ捻 除 籏 例 ノ内 上 層病 墾i・・206

例 デ ア ツ テ、 ソ ノ34%ハ 良 好 ナ ル萎 縮 、20%ハ 不 完

全 、40%ハ 中 等度 ノ萎 縮 ラ 起1ノタ、 中 層 ノモ ノ ハ84

例 デ50%・ ・完 全 、10%・ ・不 良 、38%ノ ・中等 度 ノ 萎

縮 ヲ得 タニ封 シ、 下 層 病 竈 ノ者 ハ僅 二 〇4例 デ ア ツテ

完 全 ナ モ ノ25%、 中等 度50%、 不 良25%ノ 成 績 デ

ア ル。 吾 々 ノ患者 デ ハ 中肺 野 ノ 病 症 殊 二 空 洞 が 正 中

線 二近 ク無 イ時 二 最 モ有 数 デ ア ツ タ。 コ ノ場 所 ハ 部

分 的 成 形術 が 上葉 病 竈 ト同様 ニ ヨ ク 作 用 シナ イ カラ、

將 來 ノ・カ クノ如 キ症 例 ニ ハ第 一 二 捻 除 術 ノ 適 慮 ヲ 定

メ ナ ケ レパナ ラナ イ。 衙 叉 著 者 ノ 観 察 ニ ヨル ト横 隔

膜紳 経 麻癖 ノ 結 果 ハ2乃 至3ケ 月後 二 分 明 ヌ ル、 故

ニ ソノ後 二 不 充 分 ト 知 ツ タ ナ ラ バ 他 ノ萎 縮 療 法 ニ ヨ

ツ テ結 果 ヲ 改 善 ス ベ キ デ ア ル。 注 意 ス ベ キハ 時 ト共

二正 常 ノ横 隔 膜 機 能 ガ復 活 ヌ ル ト云 フBaeru.Kat・

tentidtノ 観 察 デ ア ル、 氏 等 ハ=ノ 復 活 ノ原 因 ハ症 状

ノ治 療 二 因 ル ト ノ印 象 ヲ持 ソ テ居 ル が、之 レ が確 實 ダ

トヌ ル ト施 術 ノ決 定 が甚 ダ容 易 トナ ル課 デ ア ル。捻 除

術 ノ重 大 ナ ル妖 鮎 ハ横 隔 膜 上 昇 が 起 ツ テ モ 有 数 ナ 作

用 ノ無 イ場 合 ノ有 ル事 デ ア ル。故 二將 來 バー 時 的遮 断

ヲ試 ミル事 が必 要 ト思 フ、帥 チ横 隔 膜紳 輕 ノ歴 搾 、 冷

凍 若 ク ハ酒 精 注 射 等 ノ方 法 ガ之 レデ ア ル。(柴 田抄)

肋 膜 腔 内索 條 嶢 灼 ノ際 ノ後 療 法 二就 テ

GertZimmermann:ZurNachbehandlungbeiendo-

pleuralerStrangdurchbrennuRg.

コ ノ報 告 ハ 索 條 ノ 嶢 灼 切 噺 ノ 後 何 時 頃 氣 胸 ノ 後 充 ヲ

行 フ ベ キ カ、 叉㌧ ρソ トゲ ソ」透 覗 ハ何 時 行 フ カ ノ問 題

二寄 與 ス ル所 が ア ル ト思 フ。2例 二於 テ、廣 汎 ナ肋 膜

癒 著 ヲ胸 腔焼 灼 デ完 全 二 除 去 シタ ル後 早 クモ3-4日

デ新 ナ ル 硬 イ癒 著 ノ生 ジ タ ノ ヲ見 タ。コ ノ失敗 ノ原 因

及 ビ豫 防 ヲ考 ヘ ル ト嶢 灼 後 ノ 患 者 ハ 原 則 的 二直 グ 次

ノ 圓 二透親 シデ後 充 ヲ 行 フ事 ヲ奨 メ ル。 透 覗 ニ ハ 患

者 ヲ保 護 ス ル爲 二携 帯 用 ドレ ソ トゲ ン」機 ヲ用 ヒ病 駄 犠

於 テ行 フ ベ キ デ ア ル.(柴 田抄)

片側 殊 二左 側 横 隔 膜 紳 脛 除去 後 ノ結 果 二就 テ

ArthurLδwenstamm:VberFolgezust5Rdenach
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einseitiger,insbesonderelinksseitigerPhrenikus

ausschaltUR9.

左 側捻 除 手術 後 横 隔 膜 ノ可 成 ク 張 度 ノ 高位 ニ ョ リ 胃

ノ形状 髪 化 ヲ俘 ヘ ル 胃障 碍 ヲ起 ンタ2例 ヲ 掲 ゲ 捻 除

術 ノ適 慮 ヲ定 ム ル際 ノ注 意 ヲ促 が シタ.(柴 田抄)

気 胸 ワ際 肺 膿 ハ 如 何 ニ シ デ呼 吸 ス ル カ?

A.Albert:WarumatmetdieLungebeiPneumo・

tkorax?

同 時 二雨 側 ノ氣 胸 ヲ行 フ事 ハ 死 ヲ 免 レ得 ナ イ ト云 フ

Donderノ 學 設 二i封シHellinハZeitschr。Bd.66二

駁 論 ヲ掲 ゲ タ著 者 ハ更 二之 レ ニ 就 テ ノ 見 解 ヲ 述 べ テ

居 ル。(柴 田抄)

癌 ノー 解 剖 例 二於 ケル 血 液 ヨ リ ノ 確 賓 ナ ル 結 核

菌 培 養 所 見

HerbertK6nig:EinsichererKul加ellerBefundvon

TuberkelbakterienimBlutbeiderSektioneines

FallesvonKarzinom.

癌 ノー 例 ヲ解 剖 シ タ際 、股 静脈 血 ヲ培 養 シテ確 實 二結

核 菌 ヲ詮 明 シタ。 コ ノ患者 デ ハ既 往 症 、経 過 並 二剖 楡

所 見 ノ何 レニ モ結 核 症 トシテ ノ 擦 所 ハ 少 シモ 無 ヵッ

タ。(柴 田抄)

培 養 基 ニ ヨル結 核 菌 型 鑑 別 ノ問 題 二關 スル追 加

RuthPallaske・Eber:Beitr釜gezurFragederType-

ndifferenzierungderTuberkelbakterienaufNtthrbo-

den.

色 々 ノ材 料 ヲ用 ヒ タ試 験 ノ結果Petragnaniノ 培 地 ニ

ヨ♪レ菌 型 ノ鑑 別 ノ・Wolters及 ビDehme1ノ 報 告 トー

致 シ、 一 定 ノ條 件 ノ下 デ ハ可 能 デ ア ル。爾之 レ ヲ補 足

ス ル ニ 「グ リセ リソ」寒 天 上 ノ 獲育 ヲモ 見 ル 必 要 が ア

ル。 著 者 ノ例 デ ハ 数 個 ノ 例 外 ハ ア ルが 多籔 ノモ ノハ

動 物 試 験 卜培 養 試 験 トノ結 果 ノー 致 ヲ見 タ。(柴 田抄)

結 核 症 二於 ケル 自家抗 鰹 産 生 ノ問 題 二就 テ

0.Fischer:ZurFrrgederAutoantik6rperbildung

beiTuberkulose.

結 核 血 清 中一 部 ノモ ノハ 肺臓 ノ 酒 精 「エ キ ヌ」デ 補 禮

結 合 反 晦 陽 性 ヲ示 ス.然 シ之 レが 結 核 血 清 中 二 肺臓

「リポ イ ド」抗盟 ノ存 在 ニ ヨル反 旛 機 樽 力
、或 ハ血 清 ノ

不 安 定 性 ニ ヨ ル カ バ確 實 ニ ハ分 明 シナ イ.爾 叉 少 数 ノ

結 核 血 清 ガ心臓 ノ 酒 精 「エ キス」二 反 癒 ス ル が 之 レハ

恐 ラ ク血 清 ノ不 安 定 性 二 因 ル モ ノデ ア ロ ウ、(柴 田 抄)

結 核 症 二鮒 ス ル 「モ ル モッ ト」ノ経 皮 冤疫 試 験

JosephBiirgers:PerkutaneImmanisierungsversuche
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anMeerschwei篶chengagenTuberkulose.

結 核 菌 ヲ種 々 ノ方 法 二 響 リ 殺 菌 叉 ハ 減 毒 シテ 作 ツ タ

接 種 素 材 ヲ「モ ル モット」ノ腹 部 二硝 子 匙 ヲモ ッテ 塗 抹

シタ後 「モ ルモット」ノ結 核 感 染 試 験 ヲ行 ツ タ、 少 鍛 ノ

動 物 デハ 憶 ノ操 作 ニ ヨツ テ 明 カニ 結 核 症 ノ輕 過 ガ延

長 シ タモ ノモ ア ル ケ レ ドモ 著 シ イ 程 度 ノ 免 疫 或 ハ抵

抗 力 ノ・現 ハ レナ カツ タ。 從 來 人 二 就 テ 経 皮 的 虜 置 ニ

ヨ リ治療 数 果 ヲ得 ヤ ウ ト云 フ事 ハ 色 々試 ミ ラ レテ 居

ル。 動物 試 験 ト人 罷 ノ 病 理 的墾 化 トン 相 似 性 二 就 テ

ハ考 慮 ス ル必 要 ハ ア2レケVド モ著 者 ノ實 験 成 績 ハ、経

皮 療 法 二相 當 ノ数 果 ヲ 期待 ヌ ル事 二封 シ何 等 ノ 支 持

ヲ モ與 ヘ ナ イ モ ノ デ ア ル.(柴 田 抄)

老 人 結 核 症 二於 ケル 「ツ 縛 ル ク リン」笈 感

RichardMayer:DieTuberkulinreaktionbeiAlters。

tuberkulose。

60-90歳 ノ 患 者110名 ニ メyデ ♪レー マ ソツー ノ方 法

ニ ヨ リ「ッ ベ7レク リ ソ」反 磨 ヲ行 ツ タ、結果 ハ結 核 症 ノ

有 無 ニハ無 關 係 二或 ハ陽 性 或 ハ陰 性 デ ア ツテ 、從 ツ テ

診 断 的意 義 ハ ナ イ、(「ツ ベ ル ク リ ソ」ハ5000倍 ノ モ ノ

ヲ0.1使 用 シ只 一 同 ノ試 験 ヲ行 ツテ 居lvノ ミデ ア,レ。

(柴 田抄)

結 核 症 ノ護 病 二 及ボ ス遺 傳 素 因 ノ影 響 二就 テ

KarlSchuberth:VberdenEinHuBdererblichen

BelastungaufdiePathogenesederTuberkulose.

結 核 症 ノ蛮 病 二野 ス ル 遺 傳 的 素 因 ノ 影 響 ・・否 定 シ得
の

ナ イ、 之 レヲ深 ク 研 究 ス レバ ス ル 程 明瞭 トナ ツテ 來

;レ、 從 ツ テ 直 接大 量 感 染 ニ ヨツ テ 疾 患 ヲ得 ル 例 ハ小

サ ナ奉 二 過 ギナ イ ト考 ヘ ラ レ7レeメ ソデ ル氏 遣 傳 法

則 ヲ適用 ス ル事 ノ・自然 的 ノ 障 碍 ノ爲 二 困 難 デ ア ル が

優 勢遺 傳及 ビ分裂 法 則 ノー 班 ハ 確 認 ス ル事 が 出來 ル。

(柴 田 抄)

結 核 相 談 所 ノ組 織 的 獲 達

OttoGlogauer:DiesystematischeEntWicklungder

Tuberkuloseftirs◎rge.

結 核 相 談 所 ヲ包 含 セル封結 核 事業 ノ禮 系 二就 キRobert

Philipノ 所 謂EdinburgherSystem.Varrier・Jones

/PapworthSystem.Braeuning/StettinerSystem

ヲ論 評 シ蜀 逸 訟 トニ伯 林 二 於 ケ ♪レ現}伏 蛇 二 將 來 ノ希

望 ヲ述 ベ タ。(柴 田 抄)

圭 二丑 市 男 子青 年 及 ビ 學 生 二 就 テ ノ三 年 閤 二 亙

ル系 統 的 連 綾 「レ ンFゲ ン2検 査 ノ報 告

Bitsing:ErgebRissebei3j5hrigensystematischen
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Reihen・durchleuchtungenanKielerm乞nnlichenJu・

gendlich"enundSchttlern.

青 年 男 子 デ ハ圭 ナ ル 感 染 年 齢 ハ 思 春 期 デ ハ 無 イ ト云

フ謹 左 ヲ得 タ.陽 性 所 見 ノ例 ハ各 種 ノ職 業 ノ 者 二卒

等 二分配 セ ラ レ何 ノ 職 業 二 特 二多 イ ト云 フ事 實 ハ 無

カ ツ タ、但 シコ ノ關 係 ハ就 學 年 齢 二限 ル事 ト思 フ。 感

染 ノ要 素 ト シテ ハ 家 族 内 ノ 患 者 二3ル 危 瞼 ガ大 ナ ル

役 目 ヲナ ス が、コ ノ際 ニー定 ノ素 因 モ亦 關 係 スル檬 デ

ア ル。膿 質 ゴ ヨ ル差 異 ハ明 カ デ ナ イ、 虚 弱彊 質 ノ者 ガ

特 二危 瞼 ダ ト見 ル ベ キデ ハ ナ イ、陽性 者 中 ニハ頗 ♪レ強

牡ナ 青 年 が多 籔 含 マ レテ居 リ、彼 等 二病 氣 ヲ 自魔 セ シ

メ、 ,叉「ス ポ ー ツ」ヲ 禁 ズ ル ニ 困 難 ヲ感 ジタ事 ガ 屡 く

アル。 田舎 二關係 ノア,V者(修 學 ノ1爲二來 市 シタ學生

等)ノ 罹病牽 ハ高 イ。

fyソ トゲ ソ」検 査第 一同 ノ時 二 健康 デ 後 ノ検査 デ疾

病 ヲ登 見匂 レモ ノが稀vデ ナ カツタ。故 二「1!」線検査

デ陰性所 見デ アツテモ、ソレハ將 來結核症 二罹 ラヌ事

ヲ意味 ス,レモ ノデ 無 イ事 ヲ青年 二 訊 明 スル必要 ガ ァ

ル。早期獲 見 ノ結果治療成績 ガ大盤 良好 デアツタノハ

豫期 サ レタ通 リデア ツタ.青 年 ハ精 紳 ヲ強固 二保タセ

ル事 ガ 肝要 デアツテ 不必要 二悲槻 的氣 分 ニシテハイ

カヌ、然 シ自畳症 が輕易 ナ者 が多 イ カラ症 患 ノ重 篤性

ト長 期 ノ療 養及 ビ警戒 ノ必要 トヲ読 明スル 事 が絶蜀

二緊要 デアル。(柴 田抄)

Zeitschrift舳rTuberkulose,Bd.68,H.5.1933.

肺 臓 外 結 核 ノ「レ ン トゲ ン」二依 ル肺 膿 所 見

F.A.Nolte:R6ntgenologischeLungenbefundebei

extrapulmenalerTuberkulose.

著 者 ハ204例 ノ肺 以 外 ノ臓 器 結 核 症(眼 、 皮 窟 、 骨 、

淋 巴 腺 其 他 ノ結 核 症)ノ 「vン トゲ ソ」槍 査 ヲ行 ソ タ ガ

是 等 ノ モ ノ ハ何Vモ 例 外 ナ シニ 肺 及 ビ 肋 膜 二 攣i化 ヲ

認 メ タ而 シテ夫 等 ノ中 ニハ 血 行 性結 核 ノ 徴 候 ヲ 意 味

ス ル モ ノ ヲ認 メ タ。

多 ク ノ肺 ノ 饗 化 ハ 「vン トゲ ソ」學 的 二 認 メ 得 ル モ ノ

デ ア ツ テ 臨 殊 的 ニ ハー 見意 味 ノナ イ モ ノ ガ多 カ ツタ。
　

眼結核症 ノ6%他 ノ結核症 ノ17%ハ 臨駄 的二重 用ナ

意義 ノアノレ肺 ノ髪化 ガアツタ、

所 謂健 康者 ノ 「vン トゲン」像 ト血 行性結核 患者 ノモ

ノ トヲ比較 シテ見 ル ト比較的贋 イ寝潤竈及 ビ右 ノ葉

問肋膜 間隙 ト肺門部 トノ引ツバ ラレタモ ノ或 ハ 葉間

肋膜 間 が結合 シ肥厚 シタモ ノ等 ノ贋 イ 硬化性 ノ病竈

ガ意義 がアッタ、爾3個 以上 ノ撒布性 ノ病 竈、小 ナ浸

潤 竈、 或ハ横 隔膜及 ビ縦 隔蜜 ノ肋膜 二 於ク ノレ愛化 ガ

多 カツタ。

第 二肋骨 ノ封 照的陰 影、所 謂右 ノ葉間 間隙、右側 心臓

横隔膜三角 ノ癒 著 シタモ ノ、2個 以 下 ノ撤布性 ノ病竈

等 ハ健康者 ト患 者 トニ 同様 二 認 メ ラレテ血行性結核

患者 二固有 ノモ ノデハナイ。大部分正常所 見 トシテ認

メ テヨイモノデアル。 眼結核症 デハ 肺門部 ノ撰 大 シ

タモノガ特 子屡 ζ見 ラ レタ。 而 シテ其廣 サ ヲ測定ス

ル事ハ結核 ノ診噺 ノ際 ニノ・致果 がアノレ事 ヲ知 ッへ 眼

ノ結核 以外 ノモノデハ ソンナ ニ甚 シイ 差 ハ 認 メナヵ

ツ タ。

種 々 ノ肺 以 外 ノ臓 器 ノ結 核 症 デ ハ 特 二肋 膜 二 「レ ソ ト

ゲ ン」學 的 二SP化 が ア ツタ、 叉 屡 く嘗 ツ テ 患 ツ タ所 ノ

結 核 ヲ肺 二於 テ認 メ タ。

既 二豫 想 シタ事 デ ハ ア ル が 此 検 査 二 依 ツ テ 結 核 二樹

ス ル防 禦 ヲ認 メル 事 ガ出來 タ.

臨 林 的 ノ所 見及 ビ㌦ ・ソbゲ ソ」像 ヲ基 礎bシ テ結 節 性

紅 斑 ノ5例 、multiplenSarkoid/1例 及 ビMikuliα

氏 病 ノ1例 ハ結 核 性 ノ蛋 生 ガ 暴 實 デ ア ル様 二 思 ハ ソ

タ。

5例 ノ硝 子 艦 出血 デ ハ3例 ハ 血 行 性 結 核 ノfvソ トゲ

ン」像 が 認 メ ラVタ が 他 ノ2例 ハ 臨 膝 的 ニ モ 「yソ ト

ゲ ソ」的 ニモ結 核 性 ノモ ノハ認 メ ラ レナ カ ツ タ。

肺 ノ構 成 ノ微 細 ナ ル攣牝 ヲ知,レ ニ ハ 新 シキ手 技(短 時

間 デ少 ナ キBrennfleck二 俵 ツ テ撮 影 ス,レ方 法)ガ 必

要 デ ア ル事 ハ申 ス 迄 モ ナ イ事 デ ア)レ。(小 林 抄)

ロ ウ ウ エ氏 肺尖 剥 離術 ニ ヨ ル 肺 尖 結 核 症 ノ 治 療

二就 テ(臨 躰 的 後 日観 察)

MantauK61n;BeitragzurBelandlungderLungens

pitzentuberkulosemitderApikelysenachLauwers.

(KlinischeNachuntersuchung).

肺 尖 剥 離 術 軍 猫 ニ テ、 或 ヒ バ斜角 筋 切 噺 、脂 肪 充 環乃

至 ノ・横 紳 捻 除 ト併 用 ス ル コ トハ 今 日行 ノ・レテ ヰ ル他

ノ胸 部 手 術 ヲ著 シク補 足 ス ル モ ノデ アル。本 法 ハ 片側

二病 竈 が ア ル時 デ モ雨 側 ノ時 デ モ行 ヒ得 ル
、而 シテ人

工 氣 胸 、 胸 廓 成 形 術 ノ不 可能 ノ 場 合 或 ヒバ 横 紳捻 除

ノ不 適 當 ナ場 合 二用 フ ル、著 シ ク廣 汎 ナ病 竈 及 ビ深 部
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二存 ス ル病 竈 デ 鎮 骨 縁 ヨ リ 下 方 ニ ア,レモ ノデ ノ・'数果

ハ不 充分 デ ア ル、1932年7月1日 ヨ リ ノ 後 日調 査 ニ

ョ ル手術 例22例 ノ成 績 ハ手術 後 ノ経 過 ヨ リ 見Vバ 次

ノ如 クデ ア ル。 。

手術 ニ ヨル死 亡(0)、 増 悪(2)、 不 攣(2)、 輕 快(5)、

病 勢 停 止(4)、 持 績 数 果 ア ル モ ノ(7)、 同答 ナ シ(2)、

病 型 二從 ツ テ今 日 マ デ ノ 成 績 ヲ 線 括 ス レバ 肺尖 空洞

例4ノ 中輕 快3、 疑 問1.上 葉 空 洞 例14ノ 中死 亡5、

輕 快5、 不 充 分1、 疑 問3、

肺 尖 出血 例2ハ 悉 ク輕 快、 廣 汎 二 病竈 アル 例2デ ハ

輕 快1、 疑 問1デ ア ル、結 核 菌 が恒 久 的 二喀 疾 中 カ ラ

清 失 ス ノレト云 フ事 ハ 肺 結核 ノ 治癒 傾 向 二 封 シテ著 シ

イ 意 義 ヲモ ッ モ ノデ ア ル ガ7例 此 ノ如 キモ ノ ヲ 得

タ、22例 中19例 ハ手術 前 「vソbゲ ン」ニ ヨ リ 明 ラ

カニ空 洞 ヲ 認 メ タモ ノ デ アル ガ 手 術 後6例 二於 テ ノ・

滑 失 ・y10例 二於 テ 著 シキ縮 小 ヲ見 タ、 臨 駄 讐 ノ立場

カラ此 ノ手 術 ハ高 位 置 ニ アル 孤 立性 肺 尖 病 竈 、 就 中、

空 洞 二 封 シテ 推 賞 出來 ル、 叉 肺 尖 部 病 竈 カ ラ ノ 出血

デ人 工 氣胸 ノ不 可能 ノ場 合 ニモ本 法 ハ適 用 サ レル。

(池 上 抄)

「カタ ル サ ン」ヲ使 用 セ ル治 療 法

E.Marti:BeitragzurBehandlungmitCataslan.

著 者 ハ12例 ノ結 核 患 者 二 「カタ ルサ ソ」ヲ用 ヒ テ 非 特

殊性 刺 戟療 法 ヲ 行 ッ タ、3例 ハ 中途 デ 早 期 二 治療 ヲ

中止 シタ ガ 他 ノ9例 ノ・3-15ケ 月 間1931年 ノ夏 カ ラ

1932年 ノ秋 迄 治 療 ヲ 行 ソ タ ガ 其 ノ結 果 中 等症 ノモ ノ

カ空洞 ノナ イ モ ノニ ハ使 用 シテ良 イ ト云 ツテ居 ル。

(小 林 抄)

虚 脱 療 法

Karl,Fisenstaedt:IntemeKollapstherapie.(aufdem

Jahresbericht.1932.)

1932年 ノSachsen/Hohwaldノ 治i療所 ノ虚 脱療 法

ノ年 報 デ ア ル、 同治 療 所=牧 容 セ ラvタ モ ノ ハ1932

年 ニ ハ679例 デ ア ツ テ 其 中外 科 的 二 治 療 ヲ 加 ヘ タ モ

ノが297例 デ43.7%デ ア ツ タ、 此 中人 工氣 胸 ヲ行 ツ

タ モ ノが267例 デ39.3%デ ア ツ テー 側 二 氣胸 ヲ行 ツ

タ モ ノ が254例 雨側 ノモ ノ ハ13例 デ ア ツ タ。 氣胸 ノ

総 同 轍 ハ3470同 デ ア ツ タc

手 術 ヲ受 ケ タ モ ノ・・総 計159例 デ23・4%デ アル。 夫

vヲ 内鐸 スt1バ 胸 廓 成 形 術 が82例 デ12・1%、 胸 廓 内

検 鏡 ノ・12例 ノ1.8%、 横 隔 膜 紳 経 捻 除 ガ52例 ノ7・9

%、 横 隔 膜 紳輕 凍 結 術 ガ11例 ノ1・6%デ ア,レ、 是 等

ノ患 者 ノ 多 〃 ノモ ノハ 人 工 氣 胸 ヲ 行 ヒツ ・或 ハ行 ヒ

タ ル後 二手術 ヲ受 ケ タ ル モ ノガ多 ク 全 ク 人 工氣 胸 ヲ

コ ・ロ ミル コ トナ シニ 手 術 ヲ 行 ッ タ モ ノハ 横 隔 膜 神

経 捻 除 ノ21例 及 ビ 横 隔 膜 紳 経 凍 結 ノ19例b/30例

ガ ア ツ タノ ミデ ア ル。(小 林 抄)

動 脈硬 化牲 出 血 ニ チ死 亡 セ シ1例 二就 テ

H.L6we:UbereinenFallvont6dlicherSklerose-

blutung.

著 者 ノ・血 管 ノ穿 孔 が氣 管枝 中 二 起 ツ テ 喀 血 二 俵 ツ テ

死 亡 セル1例 二就 テ病歴 及 ビ 剖 槍 所 見 ヲ 記 シテ 報 告

シテ居 ル。(小 林 抄)

1933年6月2-4日 二Leysin二 於 テ行'・ レタ ル

國 際學 校 警 會議

B.Kattentidt:DieiRternationaleTagungderStu--

dentenar2teinLeysinvo揃2-4.Juni1933。

1933年6月2日 カ ラ4日 ニ カケ テ濁i逸、ス ウゴー デ ソ、

デ ソマ ルク、 ベ ル ギー 、 フ ラ ソス、 ス イヌ、 イ タ リ

ー 、 オー ス トリア、 チェッコス ロー バ キ ヤ、ユ ー ゴ ー 入

ロー ビ ヤ、 ポ ー ラyド 、 エス トラ ン ド、 支 那 ノ13ケ

國 ノ國際 學 校 留 會議 ガLeysinデ 行 ハ1/タ 、 議 題 ノ・甚

ダ廣 範 デ ア ツ 汽 蓮 動 、大 學 ノ衛 生 的施 設 ノ壌 加 、 結

核 ノ登 見、 結核 ノ豫 防及 ビ是 等 ノ 総 テ ノ 施 設 ノ 財 政

問 題 等 二就 テ 論 ゼ ラ レタ ガ 特 二學 生 ノ 健 康 相 談 所 ノ

設 立 トカ、 義 務 的 「レ ン トゲ ソ」検 査 トカ叉 、 「ス ポ ー

ツ」問題 等 ハ相 當 二會議 ヲ賑 ハ セ タ。(小 林 抄)

AmericanReviewoftuberculosis.Vol.XXVHINo.61933 .

肺 癌 ノ診 噺

LuisHamman,TheDiagRosisofCarciRomaofthe

LUR9.

過 去30年 間 二死 後癌 ト診 噺 ノ 確 定 シタ ノ ガ8%ヨ リ

12%二 堆 加 シタ.叉 肺 癌 ノ・0・2%ヨ リ0。9%二 増 加

シテ居}レ。其 原 因バー部分生命 ノ 延長 二 瞬 シテ居 ル

ガ肺癌 ノ増加 シタ事 ハ他 ノ癌 ヨ リハ多 イ。著者 ハ肺轄

移 トシテ起 リ衛 暢 合 ニノ・限局 シタル4櫛 トシテ、大

ナル浸潤 トシテ、 全肺叉 バー部 二 粟粒大結節状 二 撒

布性 二叉肋膜竈 トシテ來,レト述 ブ.叉 臆 骨、肝 臥

も
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腸 其 他 二生 ジタ モ ノ が 遠 隔 轄 移 ト シテ 肺 二 來 ル ト。

肺 ノ原 登 癌 ノ症 状 ハ 氣 管枝 刺 戟 叉 ハ膣 迫 、著 明 ナ ル限

局 腫 、 肺 浸 潤 状 、 滲 出肋 膜 炎 、播 種 性 粟 粒 性 浸 潤 ト シ

テ現 バ レル。 肺 癌 ノ 症 状 ハ 他 ノ肺疾 患 トハ 鑑 別 シ ガ

タ イ が主 徴 ハ咳.捧 痛 、呼 吸 困 難及 出血 デ アル。 咳 ハ

毎 常 ア リ最 初 ノ徴 候 デ程 度 ハ色 々ア ル。喘 鳴 ヲ俘 フ。

疾 ハ ナ イ ガ後 ニ ハ膿 様 トナ ル.貧 血 ハ末 期 二起 ル。同

蹄 紳 経 が ヤ ラ の レト哩 聲 ガ起 ノレ。 縦 隔 寳 静 脈 が 塵 セ

ラル ㌧/バ淺静 脈 ノ怒 張 ヲ 見 食 道 ガ 歴 セ ラル レ パ 嚥 下

困難 が アル。 頸 部 交 感 節 が 膣 セ ラ レル ト瞳 孔不 同 ト

ナ リ叉 鼓 手 状 指 ヲ來 シ熱 ハ 初 期 ト末 期 二 蟹 ス ル。 物

理 的症 候 トシテ ハ深 在 ハ ナ ク淺 在 ハ硬感 ア リ。肋 膜 液

ヲ件 フ事 多 シ.呼 吸 音 ハ微 弱、 水 泡 音 ハ不 定 、類症 鑑

別 トシテ ハ結 核 、 放 線 状 菌 症 、 徽 毒 、 氣 管 枝 肺 炎 、縦

隔 蜜 腫 瘍 、Aneurysm等 ナ リ。 早期 二 診噺 サ]レvバ

10bectomy,Pneumonectomyニ テ敷 ア ル コbア 」レモ早

期 診噺 ノ確 定 的 ナ モ ノ がナ イ。疑 ・・シケ レバ診 噺 二手

段 ヲ蓋 ス ノ ミ。(寺 尾抄)

SarcoidofBoeck(良 性MiliaryLupoid)ト 「ツベ

ル ク リ ン」ドア手 ル ギー」

:MarioRB.Sui乞berger.Sarcoid◎fBoeck(Benign

MiliaryLupoid)andTubercUlinAnergy.Reportof

aCaseandGeneralRemarks.

Sarooidハ 未 ダ不 明 ノ 鮎 が 多 イ が 大 多 倣 ノ研 究 者 ハ

Koch氏 菌 叉 ハ其 産 生 物 ノタ メ ニ起 ♪レモ ノb考 ヘ テ居

ル。Sarcoidヲ 非 結 核 性 ナ リbス ル ニ ・・絵 程 ノ時 間 ヲ

要 ヌ ル。 結 節叉 ハ結 核 菌 ナ シ ノ結 核 性 病 竈 ナ;レpara・

doxヲ 理 解 ス;レ ニノ、allergyノ 概 念 ヲ 癒用 シナ ケ レ

バ ナ ラ ヌ。 病 竈 内 ノ結 核 菌 叉 ハ組 織 學 的反 磨 ノ 有 無

ノ・抵 抗 力 ノ 強 サ ニ ヨル モ ノデ ア ル。 其 内 ノ 主 タ ル モ

ノノ・免 疫 學 的 反 磨 即allergyデ アル。Sarcoidノ 患 者

ノ皮 膚 反 慮 ヲ見 ル ノ デ ア ル ガ 結 核 性 ニ モnormergy,

上yperergy,hypoergy,aRergyが ア リSarceidofBoeck

デ 肺 病 竈 ヲ有 ス ル患 者 ノanergyヲ 見 タ カ ラ之 ヲ報 告

債 値 ア ル モ ノ ト シ テ 其1例 ヲ 報 告 シタ モ ノ デ ァル。

著 者 ノ・此 患 者 二奮tuberCdlinヲ 次 ノ量 二繰 返 シ行 ヒ

間 隔 ・・2週 間 以 上 デ ア ル。1:1,000,000;1=100,000;

1:10,000;1:5,000;1:1,000;1:600;1:100;1:10;

以 上 何 レモ陰 性 デ喀 疾 中結 核 菌 陰 性 デ ア ル。

即 免 疫 機 構 中免 疫 叉 ノ・hyposensitivityノ ・屡 くhype・

rSenSitiVityヲ 経 テ來 リ而 シテ非 常 ナSensitiVity・ ・比

較 的 免 疫 ヨ リー 歩 隔 ツテ 居 ル ニ過 ギナ イ。Sarcoidハ
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同隠 中 ノ疾 患 ヨ リハtubereUlin二 封 シテhyposensitive

デ アル コ`1・ノ・違 ナ イ故 二SarcoidofBoeckノ 鑑 別=

ナ ル コ トノ・事 實 ダ。 本 報 告 ノ主 眼 ハ 結 核 ノhypoergy

ノ型 ノ存 在 ス ル コ ト叉tuberculinヲ 繰 返 シ検 査 ス ル

ノ必 要 二就 テ大 方 ノ注意 ヲ促 サ ソ トス ル ニ ア ル。

(寺 尾 抄)

手 術 不 能 及手 術 後 ノ泌 尿 生 殖器 結 核 ノ治 療

StanleyLWang.TheTreatmentofInoperableand

PostoperativeUrogenitalTuberculosis.

手 術 不 可 能 ナ雨 側 腎 臓 結 核 、 睾 丸 、副 睾 丸 結 核 振 護腺

結 核 及 精 嚢 結 核 ノ16例b腎 臓 除 去、 睾丸 除 去、 陰嚢

痩 注 、 精 嚢 除去 ノ手 術 後 ノ62例 ノ 治 療 報 告 デ ア ツテ

治 療 法 ノ・膀 胱 結 核 ニノ・2%ノG◎menolinoliveDilヲ

catheterデ 注 入 シテ良 数 ヲ見 ル事 がア ル。叉 水 銀 石英

燈 モ試 ム ベ ク、 警tuberculinヲ 反 磨 ヲ注 意 シツ ・注

射 シテ ヨイ ノ が ア ル。叉 膀胱 結 核 デハ 紫 外 線 ヲ寒 冷装

置 デ20秒 間Cystoscopeノ 方 法 デ照射 ス ル ノ モ ヨイ。

放 尿 時 灼 熱 感 ア ル 場 合 二methylen-blueヲ 内 服 セ シ
ジ

メ ル トヨ イ。 一 般 療 法 ナ ル食 鰍 光 線 療 法 、其 他 衛 生

ヲ守 ル コ トハ大 切 ナ 療 法 デ 数 果 が ア ツ タ。 此 種 結核

ノ治 療 敷 果 判 定 ハ常 二 誤 謬 二 昭 ♪レ機 會 が ア ル爲 困難

デ ア ル.即 病 竈 ハ長 ク潜 ミ症 状 ハ 弛 張 シテ 長 期 間 ノ

治 療 ヲ要 ス ル ガ多 ク ノ手 術 後 患 者 ハ 良 敷 ヲ 見 ル モ中

ニ ハ完 全 治 癒 絶 望 ノ が ア ル、(寺 尾 抄)

高 熱 ニ ヨ ル肺 結 核 ノ治 療

J.R.DuRcan,EP。KFengerandA.B.Greene.

Thetreatment◎fPulmonaryTuberculosisbyHype.

rpyrexia・APreliminaryReport.

5例 ノ肺 結 核 患 者 ヲ毎 日1時 間 入 浴 セ シ メJufi法 デ

本 療 法 前 後 二X線 鴇 眞 ヲ 比 較 シテ 数 果 ヲ剃 定 ンテ居

ル。 熱 療 法10日 間 デ病 竈 ノ吸 敢 ヲ認 メ,レ コbガ 出來

タ ト云 フ。(寺 尾抄)

黒 人 ノ肺 結 核 ノ萎 縮 療 法 ・

HenryD.Chadwick,R.C.L.Mark◎eandJoseph

T.Thomas.CollapseTherapyofPulmonaryTubeか

culosisinNegroes.

464人 ノ肺 結 核 患 者 デ1931年1月 ヨ リ1932年9月 マ

デ ニ入 院 シタ者 ノ内 萎 縮 療 法 ヲ施 シ タ ノ が70%二 達

シテ居 ル 。 患 者 ヲ皮 盧 色 ニ ヨ リ淺 黒(light)中 間(me蒔

um)黒(dark)ノ 群 二分 チ共 数 果 ヲ見 ル ニ輕 症(minimal)

中症(moderatelyadvanced)重 症(far・advanced)ノ%

ハ各 群 が略 く同 ジ デ アル。 治 療 数 果 ハ 淺 黒 群 ガ 他 群
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ヨ リ・・多少 良好 デ ア ル。 黒 群 ハ 中 間群 ヨ リハ 輕 快 者

が多 イ。故 二皮 膚 色 ノ程 度 ハ 結 核 二 封 ス ル 抵 抗 力 ノ

示 標 トハ ナ ラナ イ。 肺 内病 竈 ノ 型 ハ 渡 出型 デ屡 ミ肺

炎 状 デ アル。 病 勢 ハ急 性 デ慢 性 ノ モ ノハ稀 デ ア ル。治

療 ガ巧 ク行 ケ バ 帥速 数 アル モ 悪 ク行 ク ト急 速 二 進 行

ス ル。而 シテ良 数 アル場 合 ニハ肺 組 織 ヲ餓 リ破 壌 セ ズ

シ テ吸 牧 サ の レ。 不 良 ノ場 合 ハ 空 洞 ガ 急 二 出來 繊 維

組 織 ノ出來 方 ハ少 イ。此 研 究 ハ結 核 二封 ス ル抵 抗 ハ人

種 間 二差 異 ア リ ト云 フPinnerandKasperノ 説 ヲ支

持 ス ル モノ デ アノレ。 廣 ク寝 出 竈 ヲ 有 シテ居 ル 患 者 デ

病 症 ガ敬 日間 シ カナ イ ノヤ2,3週 間 ノ緩 績 ン カナ4

ノが ア ル。 重 症 者 ノ20%ハ 症 状 ノ ア ツ タ ノハ1ケ 月

以 内 デ43%ハ 入 院 前3ケ 月 以 内 シカ症 状 がナ イ。 更

二 白人 二比 シテ恢 復 シタ リ叉 ハ死 亡 ス ル期 間 ガ短 イ。

然,レニ有 数 ナ,レ病 院 ヤ 療 養 所 設 備 ハ 黒 人 ニハ ナ イ。

斯 ノ如 ク黒 人 ノ・症 状 ハ 少 ク 経 過 ガ早 イ 故 二 白人 ト同

様 ナ 早 期診 噺 ガ 望 マ シ イ。X線 槍 査料 ノ 低 廉 ヲ 期 シ

黒 人讐 師 ハ本 問題 二活 動 ス ル ニ 熱 心 ナ ル ベ ク 黒 人 モ

白人 ト同檬 結 核 根絶 ノ幸 輻 ヲ 享有 ス ベ キ モ ノデ ア ル。

(寺 尾 抄)

白 人 卜黒 人 間 ノ人工 氣 胸 比 較 鼓 果

BenjaminLBrock.ComparativeResultsofartificial

PneumothoraxintheWhiteandNegroRaces.

白人161、 黒 人36人 ノ 重 症 結 核 患 者 二就 テ 行 ツ タ成

績 デ ア.ツテ内 空 洞 形 成 ・・白人7、 黒 人3人 デ ア ツ タ。

白人119人74%ノ ・十 分 ナ 萎 縮 ヲ起 シ42人26%・ ・不

十 分 ナ萎 縮 程 度 デ ア ツ タ。 黒 人 ハ15人42%が 十 分

ナ萎 縮 デ21人58%ハ 不 十 分 萎 縮 ノ程 度 デ アツ タ。中

10例 ノ・一 側 性 肺 結 核 デ ア ツ タ。 治 療 期 間 ハ 白人 ハ 亭

均2年 黒 人 ハ8ク 月牛 。 黒 人 死 亡23例 中21例 ハ 治

療 後12ケ 月 以 内 二 死 シ 内9例35%バ ー 側 性 デ ア ツ

タ。9例 中6例75%ハ 十 分萎 縮 デ ア ツ タ。 完 全萎 縮

後 ニ モ反 側 二病 竈 が振 が ツ タ が 経 管 的 ヨ リ モ 淋 巴 道

ヌノ・血 流 的 二振 ガツ タ モ ノデ ア ル。 一 旦 他 側 二 振 が

ル ト進 行 性 トナ ツ テ死 亡 ス ル。又6例 ハ腸 結 核 二次 デ

膿 膜 炎 ヲ起 シタ。 要 ス ル ニ黒 人 ノ結 核 二 封 ス ル 抵 抗

ハ 弱 ク免 疫 力 が低 イ。 叉 盟 組織 モ 進 行 ヲ 阻止 ス ル カ

が足 リナ イ。 是 等 ハ 白人 ノ結 核 ト趣 ヲ異 ニ ス ル。

(寺 尾抄)

黒 人 ノ肺 結 核 ノ萎 縮 療法

ArthurR.GainesandPaulE.Keller.Collapse

TherapyofPulmonaryTuberculosisinNegroes.

録 225

25歳 以上 ノ黒 人 男 子 二適 磨 症b認 ム ベ キ 者 二 萎 縮 療

法 ヲ施 シタ ガ其 成 績 ニ ハ可 ナ リナ 攣 化 ガ ア ♪レ。然 ジ白

人 ノ場 合 ト同 ジク 磐 師 ガ 努 カ ス レバ有 数 デ ア 」レ。 萎

縮療 法 ト ンテ何 レ ノ手 段 ヲ トル カバ 圭 トシテ 黒 人 ノ

精 紳 状 態 ニ ヨ,レノデ ア ル が 黒 人 ハ 白人 二比 シテ 入 院

療 法 二 耐 ヘ ラ レナ イ。 然 シ人 工 氣胸 受 療 ノ爲 一定 期

間 入 院 シナ ケ レバ ナ ラ ヌが 一 部 ハ 退 院 後 モ 後 充氣 ノ

爲 二通 院 シテ ヰ,レ。 氣 胸 療 法 ハ 最 良 法 デ ア ル ガ 入 院

二耐 ヘ ラ レナ イ 者 ヤ 好 マナ イ 者 ニ ハ 横 隔 膜 瀞 経 撚 除

ヲ行 フ ペ キデ ア ル.胸 廓成 形 ハ 最 重 症 者 二 行 フペ キ

デ ア ンレガ黒 人 二 封 シテ ハー 般 ヨ リノ・早 メ ニ行 フ。 要

ス ル ニ萎 縮療 法 ノ黒 人 二 封 ヌ ル 適 磨症 ハ 他 ノ人 種 二

於 ケ ル モ ノ レハ異 ラナ イ。(寺 尾 抄)

人 工 棄 胸 療 法 二於 ケ ル他 肺 ヨ リノ喀 血

JacobKaminsky.ContralateralHae血optysisinAr-

tificialPneumothorax.ReportofaCase.

32歳 ノ既婚 嬬 人 デ 雨 側 肺 二著 明 ナ ル 結 核 竈 ア リ。 喀

血 ヲ繰 返 ス。見 込 ニ ヨ リ左 側 氣 胸 ヲ施 シ稽 く良 数 ナ リ
ぽ

シニ喀 血 襲 來 。 患 者 ハ右 側 ヨ リラ シイ ト云 フ。右 側 二

氣 胸 ヲ試 ミタ が失 敗 。更 二左 側 二充 氣 シタ。 然 ル ニ間

モ ナ ク喀 血 ア リ直 二呼 吸困 難 次 デcyanoseヲ 呈 ジ意

識 不 明 二昭 ル。 ソ コデ右 氣 管枝 二 凝 血 ヲ 生 ジタ タ メ

b考 へ 左側 ヨ リ50aqsyvingeデ1200aα ヲ除 クb30分

後 ニ ハ全 クZF常 二復 シタ。 而 シテ 左 肺 ノ 伸 張 ノ 状 ヲ

知 ツ タ。 斯 ノ如 キハ 氣 胸 療 法 ヲ始 メ テ 日爾 淺 キ タ メ

reexpensionガ 容 易 二出來 タ故 ダが陳 蓉 ノ場 合 二 ・・斯

ク 速 二 伸 張 セ ザ ル ベ キ デ ア ル カラ 注 意 ヲ要 ス ル コ ト

ト思 バ レル。(寺 尾抄)

人工 棄 胸 療 法 後 二起 リタ ル異 常 現 象

SeligSimonandH.S.Abrams.AnUnugvalObse-

rvationFellowingArtificialPneumothorax.

34歳 ノ男 デ左 右 ノ 肺 浸 潤 ア リe左 側 二人 工 氣 胸 ヲ施

シ内瞳 ハ員 性 二終 始 シタ ノ ニ 後 ニ ハ 左 側 及 右 側 ノ 横

隔 膜 ト横 隔 膜 肋 膜 間 二空 氣 嚢 ア ル ヲ観 察 シ タ。是 ニ ハ

氣 腹 ヲ詮 明 シ 得 ナ カツ タ タ メ ニ 此 現 象 二就 テ 次 ノ三

貼 ヲ考 ヘ ル。

1)特 壁 性 ノpneumGperitonellmヲ 起 シタ ノデ モ ア ラ

ウ カ。

2)横 隔 膜 肋 膜 ガ都 合 ヨ ク横 隔 膜 カ ラ 剥 離 サ レ タ モ ノ

カ。

3)氣 胸 ノ合併 症bシ テ 之 ヲ戯 察 シタb云 フ 記 載 が ナ

イ。
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馬

費 駿 的 研 究 二 用 フル人 工的 胸 廓

J・」・Singer・AMechanicalThoraxforExperimental

S加dy.

氣 胸 用 器械 ノ新 金閣 型 ヲ 圖 示 シタ モ ノ デ 之 ハ 人 工胸

廓 及 肺 が如 何 ニ シテ 伸 張 シ 牧縮 ス ル カ ヲ 示 ス タ ノニ

作 ツ タ モ ノ デ新i装置 ハtheracoplaSty及 癒 著 ヲ嶢 灼 ス

ルニ タ メ ニ實 験 用 トシテ提 供 シタ器 械 デ ア ル.

(寺 尾 抄)

結 核 ノ初 感 染 及再 感 染型

J.ArthurLyero.First・lnfectionandReinfection

TypesofTubercul◎sis.

結 核 ノ初 感 染 型 ノ・良 好 ナ 條 件 ノ 許 ニ ア ル ノ ダ が其 大

サ及 藪 ハ色 々デ アソ テ 菌 ヲ 随 時 血 流 中叉 ・・allergy

トナ ソ タ組織 中 二出 ス タ メ ニ 急 速 二 粟粒 結 核 ヲ 起 シ

或 ハ肺 、 骨、 關 節其 他 ノ 均 燈 部 位 二 慢 性 疾 患 ヲ 生 ズ

ル.初 感 染 型 ノ與 ヘ ンレ免疫 ハ 性 質 上 完 全 ナ モ ノデ ハ

ナ イ。再 感 染 ノ慢 性 経 過 二影 響 ス ル 傾 向 ハ ア ル ガ再感

染 型 ハ叉 初 感 染 型 ヲ基 礎 トセ ズ ニ ハ 獲 現 シ得 ナ イ モ

ノデ ア ル コ ト及 ビ 是 等 ノ 再 感 染 例 ノア ル率 デ ハ 更 二
ぴ

進 行 シテ疾 病 トナ リ叉 ノ・途 ニ ノ、死 ノ轄 蹄 ヲDレ 事 實

ノ観 黙 カ ラ セ バ債 値 ハ少 イ ト云 ・・ネ バナ ラ ヌ。反 之 材

料 ヲ蒐 メ テ見 ル ト疾 病 ナ ク シテ 結核 感 染 ヲ 云 フ 事 ハ

正 シ イ トハ云 ヘ ナ 孔 何 トナ レバ雨 者 ・・一 ニ シテ不 ニ

デ ア ル カ ラ ダ。是 等 ノ事 實 カラ シテ結 核 ノ制 御 ハ豫 防

ヲ意 味 ス ル。 完 全 二免 疫 ニス ノレ作 因 ハ 豫 防 ノ 現 實 デ

ア ル.サ レバ疫 學 的 見 知 カ ラセ バ 結核 二 封 シ テ モ 他

ノ傅染 病 ト同 様 ナ規 格 が ア ンレノデ ア ル。一 旦豫 防 的 ノ

法 策 が始 マッ タ ラ 其速 度 ト規 模 ハ 急速 二 進展 ス ル モ

ノ デ ア;レ。(寺 尾 抄)

學 校 楡 診 二於 テ霞 見 シタ ル少 年 ノ結 核 竈 ノ意 義

H.W.Hetheringt◎n.TheSignificanceofTuberculous

LesionsiRaSchoolSurvey.

比 較 的 少 鍛 ノ少 年 生 徒 二就 テ30-48ケ 月/間 隔 ヲ以

テ再 検 査 ヲ 行 ヒタ,レ 結 果 輕 微 ナ 潜 伏性 肺 尖 結 核 竈 ヲ

獲 見 シタ者 ハ 之 ヲ適 當 二 監 督 セ バ 登 病 ノ 調 整 ヲナ シ

得 ル ト ノ考 ヲ得 タ.反 之 病 竈 ノ稽 く大 ナ ル モ ノ ハ治 療

セ ザ レバ病 勢 ハ 進 行 ス ル。 潜 伏性 ノ 非 肺 尖 肺 結 核 浸

潤 ハX線 鴇 眞 デ軟 調 デ 綿 塊 状 二 見 ユ ♪レモ ノハ 治 療 シ

ナ ケ レバ 進 行 性 トナ ル虜 が ア ル.小 見 期 二於 テ結核 二

密 接 二接鯛 ンタ事 ヲ 示 ス ガ 如 キ 氣 管 氣 管 枝 淋 巴 腺 ノ

石 灰 竈 ア ル少 年 ノ、接飼 が 績 イ テ ヰ ♪レカ 叉 ハ 少 年 期 二

之 ヲ繰 返 サ ナ イ限 リ後 ニハ 肺 尖結 核 ヲ 起 シテ 來 ノレコ
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トハ ナ サ サ ウニ 見 ユ,レ。(寺 尾 抄)

GlenLakeSanatorium二 再 入 院 シ タ患 者 ノ統

計 的 観 察

FrancesNemecandAlanE.Treloar.A.Statistical

StudyofPatientsReadmittedtoGlenLakeSanato・

rium,1916-1931.

2916年1月1日 ヨ リ1932年1月1日 二GlenLake

Sanatorium二 入 院 シタ 患 者 ・・484人 デ ア}レ。 内91

人 ハ3同 乃 至8同 再 入 院 シテ居 ル。更 二此 内2人 ノ ミ

ガ16年 來 、 在 院 者 デ ア ルc其 他 退 院 、再入 院 ノ間 隔e

393名 ヲ縛 蹄 、 初 入 院 時 ト再 入 院 時 トノ診 断及 ビ病 期

比 較 等 ヲ表 示 セ リ。(寺 尾 抄)

TubercUlin皮 内笈 感 領 域 ノ増 大 二關 ス ル研 究

ChesterA.Stewart.A.Studyofthegrowthin

AreaofIntracutaneousTuberculinReactions.

EastmanKodaloidPaper,NG.1.ナ ルCelhuloid紙

・・透 明 デ ア ツテ 之 ヲtuberculin皮 内 反 慮獲 赤 ノ 大 サ

ニ切 り取 リ秤 量 ス ル。 而 シテ反 鷹 ノ領 域 ハ 之 ノ切 取

ツ タ切 片 ト別 二 同紙1cm2ノ 目方 ヲ秤 リ之 デ除 シテ計

算 ス ル仕 組 デ ア)レ。1cm2ノ 李 均 重 量 ・・0.0051gm.デ

101例 ノ検 査 ニ ヨ,レ攣 動 ノ恒 籔 ハ ±2.1%ヂ アツ タ。

患 者 ハ此 方 法 ニ ヨ リinfectionト 甜 ¢rgyト 問題 ヲ

取 扱 ツ テ居,レ。(寺 尾 抄)

陳 奮 培 養 ノ結 核 菌 ノ生 存 力及 毒 力

H.J。C◎rperandMauriceL.Cohn.TheViability

andViruleRceofoldculturesefTubercleBacilli.

StudiesonTwelve-yearBrothCultUresMai就ai額ed

atIncubatorTemperature.

1919年 ト1920年 二8「 オ ソスj藥 瓶 ノ鍛 百 ヲbリ 之=

Iitmusデ 中性 ノ5%glyceri漉 肉汁3「 オ ソスJヲ 容 レ

テ是 等 二 各種 ノ 人 型 及牛 型 結 核 菌19株 ヲ 接 種 シ テ

37℃ 二保 チ爾 來1932年 迄 放 置 人 型 菌 ノ培 養 ヲ有 匂 レ

47瓶 ヲ撰 ビ菌 ノ生 存 カ ヲ 試験 シタ。 其 内30海(42.5

%)ハ 濃 厚 卵 黄 培 地 二號 育 シタ.1920年 二接 種 シタ牛

型 菌 ハ9掘 中4(44.4%)・ ・1932年 ニ モ生 存 シ更 二之

ヲ植 次 ギ ス ノレコbヲ 得 タ.17株 ノ 異 ツ タ 人 型 菌 中 ノ

1919年 ト1920年 ノ12株 ハ1932年 ニ モ夢β黄 培 地 二壁

育 シ植 次 ス7レ ヲ得 タ。 牛 型 菌2株 中1株 が 縫 擬 シテ

駿 育 シタ。 此12年 間 二菌 が 同 生 ス ノレニ ハpHト ノ間

二亭衡 が アツ テ 最 初 ノ 酸 度 がpH6 .1以 下 ト滴 液 が

pH7.6以 上 ノ瓶 カ ラハ ー ツモ 螢 育 ス ル モ ノヲ 得 ラv

ナ カ,ツタ。 培養 内 ニ アル 生 菌 ノ 数 ヲ 決 定 シタ ノニ ョ
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♪レト人 型 菌 ノ12年 培 養 ノ モソ、ノ・O.01%、 牛 型 菌 ・・

1.0%が 號育 シ得 タ。 之 ハ牛 型 菌 が抵 抗 力 ノ強 イ 塾云

フ從 來 ノ観 察b一 致 ンテ居 ル。 人 型 菌 ノ毒 カ バ12年

間艀 竈 内 二在 ツ テ モ減 退 シナ イ.叉 弱 毒 力 ノモ ノハ俵

然 弱 毒 力 デ ア ツ タ。 反 之 入 工 的 二蓬 延 ンテ 繰 返 シ 培

養 ス ル ト人 型 菌 ハ微 弱 ダ が毒 力 減 退 ヲ來 ス。此 實験 ギ

ヨ リ毒 力 ヲー 定 二 保 ツー ツ ノ示 唆 ヲ得 タ ワケ デ ア ンレ。

12年 培養 ノ形 態 的 墾 化 ハCyt◎morphosisoftubercle

bacilliノ 墾 化 ノ條 二於 テ曾 テ記 シタ モ ノ トー 致 ス ルe

(寺 尾抄)

皮 下 及 腹 腔 内 接 種 ニ ヨル 家 兎 ノ 流 血 内 ノ 結 核菌

(第 二 報)

LucyMishulowandWilliamH.Park.Tubercle

BacilliintheBloodstreamofRabbitsFollowing

SabcutaneousandIntraperitonealInoculatioRSecond

Paper.

家 兎 二皮 下.又・・腹 腔 内=結 核 菌 ヲ接 種 シテbacteriaemia

ヲ起 シ得)vヤ 否 ヤ ヲ 試 験 セ ソbシ テ牛 型 菌C1ヲ 家

兎2頭 二皮 下 、2頭 二腹 腔 内 二接 種 シテ各 耳静 脈 ヨ リ

無菌 的 二Citrate-bloodト シテ探 血 一・ハBordet・gengou

mediumニ ー ハ天 竺 鼠 二 注 射 シタ。 腹 腔 内注 射 ノモ

ノハ115日 後 ニハ 培 養 及動 物共 二 陰 性 デ ア ッ タ が 皮

下 接 種 ノ家 兎 ノ血 液1.5qaヲ 培 養 シ テ 聚 落 ヲ 得 タニ

過 ギナ イ。家 兎 ノ腹 腔 内 及 皮 下 二接 種 シタンレ場 合 ハ静

脈 内 二行 ツ タ トハ,異 リ ニ甚 シク 慢 性 デ.叉感 染 ハ 初 期 ニ

ハ淋 巴管 ヲ通 リ 血流 中 二入 ル コ トハ 僅 カナ モ ノ ト云

ヘ ル。(寺 尾 抄)

鰐 竈 温 度 二於 テ結 核 菌 獲 育 二 及 ボ ス 正 常血 ノ阻

止 影 響

H、J.CorPerandC.B.VidaLTheInhibitoryEffect

ofNormalBlo◎d伽thegro・ 就hofTubercleBacilli

atIncubaterTemperature.

良 好 ナル培 地 上 ～人 型 及 牛 型 菌 ノ 獲 育 ハ 犬 叉 く 家 兎

ノ正 常血 ニ ヨ リ 阻 止 サ レルb此 阻 止 影 響 ハ 多藪 菌 二

封 スル ヨ リモ 少 数 菌 二 封 シテ 著 明 デ ア ル.且 又 馬鈴

薯 ヨ リハ卵 黄 培 地 ノ濃 厚 ナ ル モ ノ が ヨ イ。此 影響 ハ 正

常 血 ヨ リ生 ズ ル有 毒 自家 融 解 産 物 ノ獲 生 二 動 レ。血 液

二6%H2SO4/1-2容 ヲ加 へ30分 乃 至1時 間37℃

二慮 置 シタ ル場 合 ニ ハ阻 止 力 ハ ナ ク ナ ル。是 等 ハ 等 滲

燃 重 曹 叉 ハ他 ノ無 害 滴 ニ ヨ リ 中 和 ンタ時 二 起,レ 臼家

融 解 酵 素 破屡 ノタ メ デ ア ル。 然 シ前 慮 置 二 關 セズ 血

液 内 二加 ヘ ラ ンレ ・結 核 菌 薮 ヲ正 確 二 算 定 ス,レ コ トハ

聚 落 算定 ノ方 法 デ ハ不 可 能 デ ア ル。(寺 尾 抄)

動物 逼 過 ノ結 核 菌 ノ毒 力 二及 ボ ス影 響

HenryStuartWills.TheEffectofAnimalPassagge

entheVirulenceofTubercleBacilli.

弱 毒 力結 核 菌R1ヲ10年 間 二57同 天 竺 鼠 ヲ通 過 セ シ

メ タ。 此 間約900頭 使 用 シタ ガ 進行 性 疾 患 ヲ 起 シタ

ノノ・3同 ア ツ タ。是 等 ハ 汚 染 シタ外 來 的 ノ モ ノ カ否 カ

バ之 ヲ決 定 ス ル コ トが出來 ナ カソ タ が、斯 ノ如 キ事 實

ハ ァ リ得 ル事 デ ア ノレe是 等 ノ3例 以 外 ニ ハR1ノ 毒 力

二何 等 ノ 影 響 ヲ 見 ラ レナ カツ タ.叉 有 毒 結核 菌 ノー一

株 ヲ8年 以上 二50同 ノ動 物 通 過 ヲ行 ヒ輕 微 ナ 毒 力墳

加 ヲ見 タ。 此 菌 株 ハ8年 間 二media上 二植 ヱ タ 時 ハ

毒 力 ガ低 下 ス ル ガ而 モ動 物 ヲ 少 量 ニ テ 弊 ス ニ 足 リタ

モ ノ デ ア ノレ。動 物 膿 阻織 内 二弱 毒 力結 核 菌 ガ長 ク留 マ

ツ テ居 ル コ トハ 毒 力 二 影 響 がナ イ ト云 フ 事 ダ ト考 ヘ

フ レル。(寺 尾 抄)
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